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 第１節 大山町に誇りをもつ学びを生み出すために

③ 大山町の「あたりまえ」の ◆主な事業
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 ありがたさに気づく機会を増やす
１０年後の大山町 を実現するために

① 学校に行く前から子どもたちに
学びの楽しさを知ってもらう

【主な施策の関連指標】

まちの現状と課題

② 子どもたちの中にある力を伸ばす
学校教育を考える ④ 大山町で暮らし続けることに

希望を感じるきっかけをつくる

【関連する部門別計画】

・大山町教育振興基本計画

・大山町子ども・子育て支援事業計画

・大山町食育推進計画

※

(小)41.9
(小)53.5

50.0
60.0

(中)32.9
(中)34.5

50.0
60.0

全国学力・学習状況調査
児童・生徒質問紙「地域や
社会をよくするために、何
をすべきか考えることがあ
る」の肯定的回答率

％

(小)＋4.8 ＋7.0

(中)＋0.1 ＋5.0

％

75.0
80.0

(小)69.0
(小)75.4

55.0
65.0

(中)47.2
(中)60.9

％

全国学力・学習状況調査
児童・生徒質問紙「地域や
社会で起こっている問題や
出来事に関心がある今住ん
でいる地域の行事に参加し
ていますか」の肯定的回答
率

全国学力・学習状況調査
算数・数学Ｂ問題(活用)の
平均正答率の全国比較

近年、大山町での仕事は、農業だけじゃな
い！多様化しています。アートや映像をは
じめ、新しい仕事がどんどん生まれていま
す。まちの中にあるいろいろな仕事、そし
て、いきいきと働く人たちの存在をまちの
子どもたちにしっかり伝えていきます。そ
のためには、実際にそれらの仕事に関携
わっているまちの人や会社の協力を得なが
ら進めます、ふるさとキャリア教育を進め
ていきます。

基本的な学力だけでなく、豊かな感性も
持った子どもたちを育てることや。そし
て、子どもたちの中の可能性を最大限に
伸ばすことが大切だと考えています。そ
のために、学校に通う子どもたちがに
とって、より学びやすい場環境をつくる
とともに、教える側である先生たちのス

キルアップ※もサポートしていきます。

異なる文化を理解し、尊重できてはじめ
て、自分自身のことをきちんと見つめる
ことができます。いろいろな国の人たち
とやりとりするための外国語能力や自分
の伝えたいことをしっかり表現できるコ
ミュニケーション能力を身につけた子ど
もたちを育てます。

　地元には仕事がない。地元にはやりたいことが
ない。そういって都会に出ていく若者がまだまだ
多いのが現実です。それが、地方の人口減少・少
子高齢化や、都市部への人口集中に拍車をかけて
います。
　でも、子どもの数が少なくなる中でしかし、こ
のような状況の中でも、大山町では、子どもたち
一人ひとりにしっかり目が行き届いた、きめ細や
かな教育に努めてきました。これまで丁寧に進め
てきたふるさと教育により、「大山町に帰ってき
たい」という子どもたちの数も増えてきていま
す。
　さらに、最近では、大山町に移住するＩＪＵ
ターン者が増加し、これまでまちを支えてきた第
一次産業以外にもさまざまな仕事をする人たちに
よく出会います。
　ちゃんと見直してみると、大山町には、やりた
いことを実現するだけの可能性がたくさん眠って
いるのです。まずはその可能性に気づくこと。そ
して自分のやりたいことを見つけ、自ら実現する
力を身につけること。そうすれば、おのずと大山
町で暮らすことに誇りを感じるようになるはず。
大山町は、一人ひとりがやりたいことを実現でき
る可能性を秘めた町です。まずはその可能性に気
づき、自分のやりたいことを見つけ、実現する力
を身につけることが大切です。そうすれば、おの
ずと大山町で暮らすことに誇りを感じるようにな
るはずです。
　そんな、たくましく、頼もしい子どもを増やし
ていくことが大切です。ふるさと大山町を愛し、
地域の未来を担う子ども達を町民みんなで育てて
いきたいと思います。

旬の時期、ご近所さんから食べきれない
くらい梨をもらうこと。かつて大山寺
で、日本最大の牛馬市が開かれていたこ
と。大山おこわは各家庭によって味が
ちょっとずつ違って、でもどれもおいし
いこと。みんなあたりまえだと思ってい
るけれど、実はそれが大山ならではの良
さなのです。自然、歴史、文化。大山町
の「あたりまえ」のありがたさ、誇らし
さをみんながあらためて実感する場をつ
くっていきます。

大山町で暮らすことに
誇りを持つ子どもを増やそう

　地域の未来を担う子どもたちが、心も
体も健やかに、笑顔で暮らせるまちは、
きっといいまちです。
　ふるさとを愛し、ずっと住み続けたい
と願う。まちを離れても、いつも心に大
山町への思いを持ち続け、いつの日か
帰ってきて、まちをよくする活動に取り
組んでくれる。そんな子どもたちが育つ
大山町になっています。

学ぶことは、とっても楽しい。子どもた
ちには、学校に行く前から、そのことを
体感してもらいたいと思います。だか
ら、家庭や保育所、学校が協力しなが
ら、保育所における教育の充実に努め、
小学校に行く前から、「学び」に触れら
れる環境をつくってきました。これから
も、机の上の勉強だけでなく、大山町の
自然や文化、人などの魅力を体感できる
「学び」の場を大切にします。

保育所や地域子育て支援センターがより
その力を発揮できるよう、保育士の研修
を充実したり、保育に関する情報を交換
したりできるようにサポートしていきま
す。

スキルアップ…技術力を高めること。腕前を上げる
こと。

「自分の夢をかなえるには、都会に出な
いといけない？」そんなことはありませ
ん！大山町には、自分のやりたいこと
を、自分の力で実現している人がたくさ
んいます。そういう人たちが確かにいる
ということを、そして、その素敵な生き
方を、子どもだけでなく、まちに住むす
べての人に伝えていきます。それが、大
山町で暮らす希望につながるはずです。

大山町の「あたりまえ」の良さに気がつ
いたら、その良さを自分たち自身の手で
守り、活かしながら、もっと魅力的な大
山町をつくっていってほしい。自分の力
でまちをよくしていくことの楽しさを知
る子どもたちは、きっと将来、まちを支
えてくれる頼もしい存在となることで
しょう。学校だけでなく、住民、団体、
企業、行政が協力しながら、子どもたち
が、自分たちでまちをよくしていく意識
を身につけるきっかけを生み出していき
ます。

ふるさと理解（教育）

■ふるさと学習教材の作
成、活用

■地域ボランティアの活用

■職員研修の実施

全国学力・学習状況調査
国語Ｂ問題(活用)の平均正
答率の全国比較

指標名 現状値
10年後

目標値

＋5.0

＋10.0

(中)－1.0

(小)＋8.7

単位

％

子供が主体的に遊ぶ中で、自ら学ぶ力を身につける

就学前の子どもたちにとって「遊び」は、大切な「学び」と考えています。保育所や家庭での

遊びには、発達や成長に欠かせないたくさんの経験が含まれています。大山町の豊かな自然を活

かした「自然体験活動」や「季節行事」また、「伝統行事」などを通し、友達や地域の人など

様々な人と関わりつながることを大切にします。その中で、自然や文化、人の温かさに触れる体

験を通し、大山町の魅力を感じることができるようにしていきます。

ふるさとキャリア教育を進める上で重要になる

のが、コミュニティ・スクールの取り組みです。

地域の大人の専門性や地域の力を活かし、地域総

がかりで子ども達を育てていくことが、大山町で

暮らし続ける一つのきっかけになると考えます。
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 第２節 まちの魅力を語り、活かす人を増やすために

◆主な事業
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために 歴史・文化資源の

情報発信

① 町内のメディアが率先して
大山町の魅力を伝える

地域資源に関する

情報発信

【主な施策の関連指標】

まちの現状と課題

② 大山町のあらゆる資源を
学びの場にする

　あなたは、大山町の自然や歴史、文化につい
てどれくらい語ることができますか？中国地方
最高峰の大山。西日本最大級のブナ林。約1300
年の歴史を持つ大山寺。名和長年公に関わる多
くの史跡。松河原海岸のハマナス自生南限地
帯。挙げるときりがないくらい大山町には自然
や歴史、文化的な資源がたくさんあります。で
も、その一つひとつの背景や価値は、案外知ら
ない人が多いのではないでしょうか。それらを
知っていれば、もっと愛着が深まり、他の人に
語りたくなるはずです。
　普段の暮らしの中では、なかなかじっくり向
き合う機会のない大山町の資源を、あらためて
見つめ直していくことが大切です。
　また、自然、歴史、文化は、どれも単独で存
在しているものではありません。それぞれが相
互に関係し合いながら、豊かな資源が育まれて
きたことをしっかり理解したうえで、守り、活
かしていくこと。それこそが、今ある資源を活
かしながら、大山町のさらなる魅力につなげて
いく第一歩だと考えています。

　大山町に暮らすすべての人が、地域の
自然や歴史、文化のすばらしさを実感し
ていて、日常的に楽しんでいる。それだ
けではなく、その良さを活かし、さらに
住みやすく、魅力的なまちを自分たちの
力でつくろうとしている。今ある資源が
大切に引き継がれ、さらに新しい魅力が
どんどん生まれている。そんな大山町に
なっています。

みんながまちの自然・歴史・文化を
語れるようになろう

「広報だいせん」や「大山チャンネル」
をはじめとした町内メディア。大山町の
ことを「最前線」で伝えるこうしたメ
ディアが、率先して町内の自然や歴史、
文化の良さを発信していくことで、より
多くの人が普段から大山町の資源に目を
向けるきっかけを生み出していきます。

大山町のことを知ろうと思った時、多く
の人がまず見るのが町のホームページで
はないでしょうか。町のホームページで
は、町内の自然や歴史、文化資源をより
積極的に、魅力的に伝えていきます。

町内にある自然や歴史、文化的な資源は
まさに学びの宝庫。積極的に活かしてい
きたいと思っています。まちの魅力を一
番よく知っている住民のみなさんと一緒
に、町内の資源を活かした、新しい学び
や体験を活かすプログラムを企画してい
きます。

大山町の資源をわかりやすくまとめたガ
イドブックやパンフレットをつくり、子
どもから大人まで、学校教育から生涯学
習の現場まで、いろいろな学びの場で活
用していきます。

78.0
75.0
76.2

％
中海テレビ放送加入率
（大山チャンネル視聴可能
率）

■広報だいせんや大山チャ
ンネルでの紹介

■行政ホームページ等によ
る関連情報サイトへの誘導
促進

■広報だいせんや大山チャ
ンネルでの紹介

指標名 単位 現状値

目標値

10年後
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 第２節 まちの魅力を語り、活かす人を増やすために  第２節 まちの魅力を語り、活かす人を増やすために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① いつまでもいつまでも ① 文化・芸術との距離を縮める
スポーツを楽しめる環境をつくる きっかけを増やす

まちの現状と課題 まちの現状と課題

② これまでとこれからの
文化・芸術の魅力を伝える

② 町内のスポーツを盛り上げる人や
組織、団体の活動をサポートする

③ スポーツ施設をより使いやすくする

【主な施策の関連指標】
【主な施策の関連指標】

　大山町には、すでに充実したスポーツ施設が
あります。これからは、施設の数を増やすこと
ではなく、今ある施設をどう使うか、どう維持
管理していくかを考えていかなければいけませ
ん。そのためには、利用者である住民のみなさ
んの声を施設運営にどんどん反映していくこと
や、民間のノウハウを活用していくことが求め
られます。
　また、町内のスポーツを盛り上げてきた体育
協会やスポーツ少年団は、活動する地域や会員
の固定化、指導者不足などの課題に直面しつつ
あります。まずは、町内でスポーツに親しむ人
の数を増やし、各団体の活動に関わる層を広げ
ていくことが大切です。

いつまでもいつまでも
スポーツを楽しむ人をふやそう

　いくつになっても気軽にスポーツを親
しめること。これって町内での暮らしを
楽しむために、とても大切な要素です。
スポーツができる場所。スポーツの楽し
み方を教えてくれる人。そして何よりも
その楽しさをわかち合える仲間。それら
があたりまえにある。そんな大山町に
なっています。

そこに行けば文化・芸術に触れられる場
所。そこに行けば、文化・芸術の活動に
参加できる場所。そんな場所も増やして
いきます。

社会体育施設を活用した多様なイベント
を積極的に開催していきます。また、こ
の先も継続して施設を管理運営していく
ことのできる体制をめざします。

いいものにたくさん触れることが、文
化・芸術との距離を縮めるためには重要
です。小中学校芸術鑑賞事業の開催を通
じて、文化・芸術に触れる機会を増やし
ていきます。

町内に限らず、県内各地でも文化・芸術
に関する活動が数多く展開されていま
す。そうしたイベントや事業を住民のみ
なさんにお知らせすることで、より幅広
い文化・芸術との接点を生み出していき
ます。

町内に残る伝統行事・伝統芸能を次の世
代に引き継いでいくには、若い世代を中
心として、町内の幅広い層の人たちの力
が必要です。まずは地域の伝統行事・芸
能により多くの人が触れる機会をつく
り、保存・伝承のサポートにつなげま
す。

住民が取り組む文化・芸術活動を発表す
る場が増えれば、その活動自体のレベル
アップにつながるとともに、文化・芸術
の楽しさ、魅力をより多くの人に伝える
きっかけにもなります。大山町総合文化
祭の開催などにより、そうした活動の発
表の場を提供していきます。

文化・芸術との距離を縮めよう

　文化・芸術性の高いまちとはどんなま
ちでしょうか。それは、日常生活の中
で、質の高い文化・芸術に触れられるま
ちだと思います。住民自らが、文化や芸
術の活動を楽しみ、そこから生まれたも
のを発信・発表する場がもうけられてい
るまちだと思います。
　日々の暮らしに文化・芸術が溶け込ん
でいて、そこに暮らす人が、さらに新し
い文化・芸術をつくっていくことのでき
る大山町になっています。

　大山町では、文化・芸術に関わりを持つ人、
興味、関心を持つ人の数が増えてきています。
地域のみなさんの自主的な活動や、アートス
タート事業による子どもたちと文化・芸術との
ふれあい、そして公民館サークル活動も活発化
しています。
　その一方で、活動に関わる人の層は高齢者や
一部の興味がある人に偏っており、多くの人に
とっては、芸術や文化は敷居の高いもの、非日
常的なものという意識が残っています。
　私たちの暮らしに楽しさや刺激、新しい視点
を与えてくれる文化・芸術。その魅力を町内の
より多くの人に伝え、自ら文化・芸術に関わる
人を増やしていくには、日常生活の中で、もっ
と気軽に触れられる機会を生み出していくこと
が大切です。文化・芸術を特別なものからもっ
と身近なものへ。それこそが、まちの文化・芸
術の水準を高めていく第一歩です。

スポーツには、健康を維持するのはもち
ろん、人を笑顔にする力や人と人とをつ
なげる力があると思います。だからこ
そ、住民のみなさんや団体などが企画す
るスポーツに関する活動や、地域が一体
となって参加できるスポーツの場を積極
的にサポートしていきます。そうした活
動が大山町の明るい雰囲気や一体感につ
ながるはずです。

学校施設の一般開放を継続し、住民のみ
なさんが身近な施設を利用し、いつでも
気軽にスポーツを楽しめる環境をつくっ
ていきます。

スポーツ組織や団体それぞれが、自分た
ちで活動を生み出し、継続していくこと
のできる力をつけられるようサポートし
ていきます。

スポーツの楽しみ方を指導してくれる人
が身近にいれば、スポーツをはじめる
きっかけになります。スポーツ推進委員
を中心として、競技スポーツや生涯ス
ポーツの指導ができる人を町内に増やし
ていきます。

目標値単位 現状値分類

体育活動の拠点としての社会体育施設の
有効利用を図るため、施設の計画的な整
備を行います。

指標名

図書館

公民館公民館・図書館での文
化・芸術展示回数 100

25

85

18

回

人
社会体育施設
年間利用者数 回

目標値現状値単位指標名

130,000116,000
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 第２節 まちの魅力を語り、活かす人を増やすために  第２節 まちの魅力を語り、活かす人を増やすために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① 町内の文化財を魅力的に ① 子どもたちに
情報発信する 町内の食の恵みの豊かさを伝える

まちの現状と課題

まちの現状と課題

② 文化財を正しく理解し、 ② それぞれの人のライフステージに
大切に保存し活用する あった食習慣を実現する

【関連する部門別計画】
※ ・大山町子ども・子育て支援事業計画
※ ・大山町食育推進計画

・第４次食育推進基本計画（国）

町内の生産者と連携し、子どもたちに地
域でとれた食材のすばらしさを実感して
もらう地産地消の学校給食を継続して進
めていきます。また、その食材がどんな
人の手で、どのようにつくられたのかを
伝えるために、生産者との交流の場をつ
くるなど、地域が一体となって、町内の
食の恵みの豊かさや正しい知識を共有す
るための食育をめざします。

　約1300年の歴史を持つ大山寺。国の重要文化
財や県の指定保護文化財に指定された建物など
を含む所子伝統的建造物群保存地区。大山町の
歴史や文化を象徴するこうした文化財は、地域
の顔であり、私たちの誇りです。町内に数多く
存在する貴重な文化財は、多くの人を引き寄せ
る力を持っており、まちづくりや観光、ふるさ
と教育など、さまざまな形での活用が期待され
ています。
　これまで、こうした資源を保存しながら活用
していくために、リーフレット・パンフレット
の作成やホームページでの情報発信に取り組ん
できました。
　今後は、それらに加え、どのような媒体で、
どのようなところを対象に、どのような情報を
伝えていくと、より大山町の歴史や文化の魅力
が効果的に伝わっていくかを考えていく必要が
あります。
　また、自分たちの地域の歴史や文化につい
て、正しい知識を持ち、自分たちで守っていこ
うという思いを持つ住民を増やしていくための
取り組みも重要です。

プロセス…ものごとの過程や方法。

かしこい生活者…身の回りの暮らしをより安心で豊
かなものにするために、自ら情報を集め、合理的に
判断し、行動しようとする人。

学校の中だけでなく、家庭とも連携し、
家での基本的な生活習慣を身につけても
らうための教育を進め、子どもたちが心
も体も健やかに育つための食生活を実現
します。

食は私たちの体をつくり、支えるもの。
だからこそ、幼児期から正しい食習慣を
身につけておくことが重要です。幼児や
その親を対象とした食育を進めます。

生活習慣病を予防するため、食生活改善
推進員協議会と連携しながら、日々食べ
るものを薄味にしていくことの大切さを
伝えていきます。

食育推進のための行動計画をつくり、そ
れぞれの人のライフステージに合わせて
食生活の改善活動ができるような体制を
実現します。

町の誇りとなる
文化財を守り活用しよう

心も体も健やかな暮らしにつなげる
食育を実現しよう

　先人たちが築き、守ってきた文化財を
引き継いでいる私たち。そのことに誇り
を持ち、託された文化財の価値を正しく
理解し、それらが、私たちの日々の暮ら
しやまちをよくしていくために、観光や
教育などさまざまな分野で積極的に活用
されています。

自らの力でこの資源を保存・活用してい
きたいという思いを持つ住民を増やして
いくために、まずは文化財についての理
解を深める機会を増やしていきます。見
学会や講演会などを開催し、町内にどん
な文化財があるのか。それらはどのよう
に生まれ、どのように守られてきたの
か。今後どう引き継いでいくべきなの
か。そうした正しい理解を持ってもらう
きっかけをつくります。

　食習慣は、一生の健康や暮らしを左右するも
のです。大山町では、循環器系の疾患や糖尿病
など生活習慣が原因による病気が多い傾向にあ
り、食生活の改善を通じて、そうした病気を未
然に防ぐことが求められています。そのために
は、小さな子どもやその親への食育をしっかり
進めることが大切です。
　これまで大山町では、第１次・２次大山町食
育推進計画に基づいて、各種の食育事業を展開
してきました。その結果、学校給食で県内食材
の利用率を高めるなどの目標を達成することが
できました。が、食の大切さを知る、伝えると
いう分野はこれらの計画期間は終了しました
が、今後も関係者と連携を図り、引き続き重点
的に取り組まなければなりません。
　食育は家庭が中心となって行うものとされて
いましたが、家族の形態やライフスタイル、食
生活が多様化する中、地域全体のサポートも求
められる時代です。家庭や地域、食に関係する
あらゆる団体が連携しながら、食に関する知識
や正しい食習慣を伝えるとともに、地産地消の
推進、食の安全への対応や地域に残る食文化の
継承などに取り組んでいく必要があります。
　さらに昨今では、暮らしをよりよいものにす
るため、自分が食べるものが生み出されるプロ

セス
※
に積極的に関わる「かしこい生活者

※
」の

重要性が高まっています。生産者と消費者の距
離が近いという大山町の特性を活かし、つくる
人とそれを食べる人の両者が交流することで、
食の恵みのありがたさを実感し、正しい知識を
持った「かしこい生活者」を増やしていくとい
う視点も重要です。

文化財の価値を活かすために、その良さ
を積極的に発信していき、まちづくりや
観光客の誘致、ふるさと教育の推進につ
なげます。

文化財を大切に守り活用するには、その
文化財の歴史的な背景や物理的な特徴な
どについても、きちんと把握しておく必
要があります。地域の歴史を知るうえで
重要な遺跡の調査を今後も継続していき
ます。また、伝統的建造物群保存地区の
保存を続けるとともに、文化財の活用に
向けた継続的な取り組みも進めます。

　食べものが生産される過程や食につい
ての正しい知識を持ち、豊かな食生活を
楽しんでいる。そして、心も体も健やか
な暮らしを送っている。そんなライフス
タイルがあたりまえに定着している大山
町になっています。

第１章　教育　05　06 4 ページ



 第３節 だれもが自分らしさや生きがいを見い出すために  第３節 だれもが自分らしさや生きがいを見い出すために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① 学びの好奇心を ① 関係機関と連携し、
刺激する環境をつくる 学びの楽しさを伝える

まちの現状と課題 まちの現状と課題

② 公民館や図書館を
もっと利用したくなる場所にする

② 高齢者の持つ知恵や技術を
活かす場をつくる

【主な施策の関連指標】

【主な施策の関連指標】

【関連する部門別計画】

・大山町子どもの読書活動推進計画

それぞれの公民館が主催する事業やサー
クル活動で連携や交流を深め、活動情報
の提供や学習相談体制の充実を図りま
す。

公民館がより充実した学びの拠点となる
ように、地域自主組織などと連携して学
びに関する情報、生涯学習人材バンクを
活用した講師に関する情報の提供や学び
について気軽に相談ができる体制をいっ
そう強化します。

住民や企業・団体とも連携しながら、公
民館が主催する取り組みを充実します。

利用者のニーズに応じた幅広い資料を収
集・整備・保存することで、幅広い層に
本を読むことの大切さや楽しさを実感し
てもらう図書館サービスを実現します。

ホームページの運営や広報での情報発信
などを通じて、若者から高齢者まで、多
くの住民に対してわかりやすく魅力的な
情報提供を積極的に行います。

指標名

　大山町には、３つの公民館と３つの分館があ
り、文化・芸術をはじめ、生涯学習に取り組む
ための拠点として活用されています。高齢者学
級や大山学講座では、中山、名和、大山地区が
連携した学習活動が展開されており、地域交流
も盛んになってきました。さらに公民館の活用
を広げていくには、公民館を中心として図書
館、各教育機関などといっそうの連携を進めな
がら、よりよい学習環境の実現や充実した情報
提供などのサービスを実現していかなければい
けません。また、地区ごとに公民館や分館があ
ることを活かし、各地区で特徴的な事業を推進
することが必要となっています。
　さらに、本を読む楽しさを伝えていくため
に、今後も継続的に幅広い図書資料を充実させ
ていくとともに、ライフステージに合わせた読
書活動をきめ細やかに推進していくことが求め
られます。図書巡回車の有効活用、読書ボラン
ティアの育成、地域資料の充実、各教育機関・
福祉機関との連携など、広い範囲での図書館
サービスをより充実させていくことも重要で
す。

いくつになっても学び続け、
行動し続けよう

公民館や図書館をもっと活用しよう

　いくつになっても学びの好奇心を持ち
続けている人。趣味や余暇活動など、自
ら楽しい活動を生み出している人。自分
も楽しくて、地域のためにもなるコミュ
ニティ活動やボランティア活動に取り組
んでいる人。そんな人たちがたくさんい
て、交流しながらお互いの活動を高め
合っている。そして、その活動をサポー
トする環境が整っている。そんな大山町
になっています。

　いくつになっても新しい学びがあるこ
とは、暮らしの楽しみであり、よろこび
です。大山町に暮らす一人ひとりに、
「学びたい！」という気持ちを持っても
らいたい。そしてその気持ちを具体的な
行動につなげるための拠点が、公民館や
図書館です。公民館や図書館にさまざま
な人が集い、交流しながら新たな学びを
生み出す活動が広がっています。

公民館・学校・関係団体・地域などが連
携し、住民の学びの好奇心を刺激するよ
うな生涯学習の推進体制をつくり、柔軟
に運営していくように努めます。

生涯学習に関する活動を、自らの力で生
み出すことのできる住民を増やしていく
ため、まずは学ぶことの楽しさを伝える
取り組みを進めます。

新しい学びを得られる場、学びの好奇心
を刺激する場として、図書館がより活用
されるようにその機能を充実していきま
す。また、関係機関との連携を強め、幅
広い学習資料や学習情報が手に入れられ
る場としても、充実するよう努めます。

高齢者の方たちが培ってきた知恵や技術
を地域に活かすため、引き続き体験交流
事業の中で高齢者が活躍できる場をつ
くっていきます。

社会や地域の中で、自分の役割を見出せ
るということが、生きがいや、やりがい
につながります。いくつになっても地域
に関わること、自分の知識や経験を活か
して働き続けることの大切さについて、
理解を広めていくよう努めます。

高齢者の人が、それぞれのやりたいこと
やできることを活かして地域で活躍でき
る場を増やしていくため、高齢者同士の
交流の場づくりや地域コミュニティな
ど、活動の場についての情報提供を積極
的に進めます。

　私たちを取り巻く社会の状況は日々多様化、
複雑化し、学びの好奇心が高まっています。さ
らにインターネットの普及などによって、さま
ざまな情報が手に入りやすくなったことで、自
ら学び、積極的に行動する人が増えています。
　一方で、仕事や日常生活の忙しさなどから、
新しいことを学ぶという行為に関心を持つ余裕
がない住民も増加してきており、いわゆる社会
教育と呼ばれる、学校以外での学びとの関わり
は人によって大きな差が生まれています。
　学び続けることは、社会との関わりをもち地
域に出かけることにつながり、暮らしの楽しさ
や日々の生きがいに欠かせない要素です。
　より多くの人が、新しいことを学ぶ楽しさを
実感するための環境づくりが必要です。思い
立った時に気軽に学習ができる施設の整備を含
めた環境づくりを進めるとともに、ライフス
テージに合わせた学習の機会を提供すること
で、学びを通じた楽しさと生きがいにつなげて
いきます。また、ただ学ぶだけでなく、学んだ
ことを実践・発表できる場も必要です。

単位 現状値 目標値

人 1,045 1,150

公民館の文化教室や自主サーク
ルの組織数と活動人数

公民館が主催する講座・教室等の参加者数

1,3001,173人

団体 123 140

指標名 単位 現状値 目標値

公民館の年間延べ利用者数 人 28,963 32,000

人 17,925 19,000図書館の年間延べ利用者数

700583件
図書館利用者の年間レファレン
ス対応件数
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① あらゆる人権を尊重するまちを実現する ① 誰もが自分らしさを活かして生きる
ことのできる環境をつくる

まちの現状と課題 まちの現状と課題

② 隣保館の運営をより充実させる

◆主な事業

◆主な事業 男女共同参画
意識の啓発

人権尊重の
まちづくりの推進

【関連する部門別計画】

・大山町男女共同参画プラン

【関連する部門別計画】

・大山町人権施策総合計画

すべての人がかけがえのない存在として
大切にされるまちをつくろう

「男らしさ」「女らしさ」ではなく
「自分らしさ」を大切にしよう

　すべての人が大切にされる。それがあ
たりまえに根付いた大山町でありたいと
思います。すべての人が地域の中で排除
されることなく、自分の居場所や役割、
生きがいを見つけることができるよう、
大山町で暮らす一人ひとりが意識し、行
動するまちになっています。

　「男だから」、「女だから」。そんな
固定観念に、とらわれていませんか。性
別に関わらず、すべての人がその人らし
さを活かして、いきいきと楽しく暮らす
ことのできる大山町になっています。

　人権問題は、年々多様化、複雑化していま
す。そのことを大山町に暮らすより多くの人に
知ってもらうため、大山町では年齢、性別、国
籍、障がいの有無などを問わず、すべての人が
暮らしやすく自立した社会生活を送るための人
権啓発事業などに取り組んできました。
　また、同和問題をはじめとするさまざまな人
権問題の解決に向け、地域、学校、企業など多
くの人々や機関・団体と連携し、人権尊重のま
ちづくりを実現するための取り組みも進めてき
ました。これらの取り組みの結果、人権問題に
ついて関心を持ち、自ら活動に関わる住民の数
が年々増加してきています。
　誰とでも隔たりなく接することが、あたりま
えにできるまちを実現していくため、さまざま
な立場の人たちと交流し、互いに理解し合う機
会をより多く提供していくことが求められてい
ます。それにより、お互いを認めて尊重し合
い、受け入れることの大切さを実感する人たち
を増やしていかなければなりません。
　また万が一、人権に関する問題が起こった
時、すぐに相談でき、迅速なサポートを受けら
れる、そんな頼りになる場所もつくっておく必
要があります。

人権・同和問題小地域懇談会や「みんな
の人権セミナー」など、人権についての
意識を高める取り組みを進め、住民一人
ひとりが、誰とでも隔たりなく接するこ
との大切さをしっかり認識する機会を充
実していきます。また、大山町全体でそ
の意識を広めていくため、住民や企業・
団体との連携も進めていきます。

大山町人権・同和教育推進協議会の運営
をサポートし、より充実した取り組みを
実現します。

よりよい福祉や人権についての意識を高
めるための拠点となる地域に密着したコ
ミュニティセンター「隣保館」。その運
営や隣保館を拠点として進められる事業
をさらに充実させていくことで、人権に
ついて気軽に相談できる場づくりや人権
に関する正しい情報の発信、地域内外の
多様な人たちの交流の機会づくりに取り
組んでいきます。

■実践につなげるための学
習機会の提供

・人権・同和教育研究推進大会

・みんなの人権セミナー

・人権・同和問題小地域懇談会

■隣保館事業の充実

　平成２２年に、第３次男女共同参画基本計画
が施行され、平成３２年までに政治分野、司法
分野、行政分野などにおいて女性の人材登用率
を３０％に引き上げることを目標としていま
す。国が掲げる成長戦略でも、「女性の活躍促
進」が大きな柱となっており、「待機児童の解
消」、「職場復帰・再就職の支援」、「女性役
員・管理職の増加」などの施策を進めていま
す。
　大山町でも、平成１８年度に「男女共同参画
プラン」、平成２４年度に「大山町男女共同参
画推進条例」ができ、性別に関わらず誰もが活
躍できる「男女共同参画」のまちづくりが着実
に進んでいます。
　しかし、より多くの人に、「男女共同参画」
の大切さを伝え、それがあたりまえに実行され
るまちをつくっていくにはまだまだ多くの取り
組みが必要です。
　特に、子育てや働く環境の面では、女性が暮
らしやすく働きやすくなるよう、さらなる制度
的な支援を進めるとともに、住民一人ひとりの
意識を変えていく必要があります。「男だか
ら」、「女だから」という性別による固定観念
にとらわれず、私たち一人ひとりの個性と能力
を発揮し、町内で暮らしを楽しむことのできる
ような地域の実現が望まれます。

「人権・同和問題小地域懇談会」、「み
んなの人権セミナー」、「男女共同参画
週間」における取り組みなどを通じて、
性別に関わらず誰もが自分らしさを活か
していきいきと楽しく暮らすことのでき
る男女共同参画社会の大切さやその実現
のために、私たち一人ひとりができるこ
とについて広く伝えていきます。

政策・方針決定過程に女性が関わる機会
を増やします。

女性だけが子育てに悩む。仕事をあきら
めなければいけない。それでは、住みた
いまち、住み続けたいまちとはいえませ
ん。誰もがいきいきと笑顔で暮らせるま
ちをめざして子育てや仕事をサポートす
るための環境をつくっていきます。

男女共同参画かるたや標語づくりなど、
普及のためのツール作成を進めます。

・男女共同参画フォーラム講座

■学習機会の提供
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 第１節 かっこいい一次産業を実現するために

② 無理せずに一次産業を続けていく
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 ことのできる環境をつくる
１０年後の大山町 を実現するために

① 「かっこいい」、「もうかる」
一次産業を実現する

③ 他の産地にはない
大山町ならではの強みを見つける

まちの現状と課題

④ 生産基盤の充実

11

一次産業に
あこがれる若者を増やそう

人材活用システムを利用し、生産体制を
充実させるとともに、企業を含めた新し
い参入者が大山町で一次産業をはじめや
すい環境づくりを進めます。

　「一次産業ってかっこいい！」そう若
者が実感できるまちでありたいと思いま
す。恵まれた自然資源やこれまで培って
きたノウハウ、町内のつながりを活かし
て、どんどん新しい一次産業のアイデア
が生まれ実現されていく。そして、それ
らが「もうかる一次産業に」につながっ
ていく。「大変」、「もうからない」と
いうイメージを率先して塗り替えるまち
になっています。

一次産業の体験・技術指導会を実施して
後継者を育成していきます。

作業機械を共同で利用したり、導入をサ
ポートしたりすることによる効率的な集
団営農を推進します。

ＩＪＵターンで大山町に移住してきた
人々や仕事を退職した人々が、新たに一
次産業に関わり、仕事ややりがいを見つ
けることができるようサポートしていき
ます。

大山町にあって他の地域にないものは何
なのか。町内外の視点を踏まえながら、
それをきちんと見つめ、大山町ならでは
の付加価値を生み出していくことで、さ
らなるブランド化を進めます。

「もうかる」一次産業を実現するため、
経営改善指導や制度資金活用指導の充実
を進めます。

　大山の裾野に広がる肥沃な土壌とその養分に
恵まれた漁場など、豊かな自然に恵まれた大山
町。農業では水稲をはじめ、野菜、果樹、畜産
物などが県下有数の生産量を誇っています。林
業では町の約６０％を占める森林を守り育てて
きました。水産業では県下有数の沿岸漁業基地
があります。特に、農畜水産業では付加価値を
高めるブランド化を進めてきており、「大山」
のブランド力も自慢の一つです。その結果、大
きな規模で一次産業を展開する専業の人も数多
くいます。
　一方で、新規参入者は一定数いるものの、一
次産業に関わる人の後継者不足や高齢化は深刻
で、農業においては遊休農地の拡大も進んでお
り、永続的な維持、発展が困難な状況もありま
す。
　かけがえのない自然資源を活かし、大山町の
一次産業をもっと広げていくためには、まず新
しい担い手を増やしていくことが重要です。ま
た、新しい一次産業のリーダーとなる人が求め
られています。
　今後予定されている、ＴＰＰの発効によリ市
場開放は進むことになり、さらに足腰を強く
し、持続可能で魅力ある一次産業に発展させて
いくことが必要となります。

一次産業で新しく仕事を始める間口を広
げるため、機械・施設などの導入に関わ
る支援を進め、初期投資の負担を軽減し
ます。

経営改善によるコストの削減、生産体
制・技術の向上を通じて、収穫量を増や
し、町内の一次産業所得を向上させてい
くことで、「大山町＝もうかる一次産
業」のイメージを広げていきます。農家の規模を拡大するため、そして効率

的な営農を実現するため、農地を効果的
に集積させていきます。

豊かな自然資源を活かしながら「かっこ
いい」一次産業のあり方を積極的に提案
し、実現できる環境をつくっていきま
す。また、そうした新しい一次産業の魅
力を効果的にＰＲし、町内外の若者が大
山町の一次産業にあこがれを抱くような
きっかけを生み出していきます。

経営の視点から一次産業の効率性を高め
るため、かんがい施設・土地改良施設・
道路・水路・磯場など、生産に欠かせな
い設備の整備や維持管理を進めます。
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◆主な事業

■大山ブランドを活かした食の開発

■生産安定・省力化によるコストの低減 ・地域食材・食文化を活かしたメニューづくり

（水稲） ・特産品・加工品の開発

・良質米品種の導入 ・低農薬・有機栽培農業など農産物の高付加価値化

・飼料用米の生産拡大

（野菜） ■被害拡大の防止と適正な駆除の推進

・生産技術の向上 ・有害鳥獣捕獲

・施設化の推進による産地拡大 ・鳥獣の侵入防止対策の推進

・高齢者農家に合った作物の生産振興 ・狩猟免許取得の推進による捕獲体制の整備
（果実） ・特定外来生物（ヌートリア・アライグマ）の駆除推進

・優良品種及び新品種への改植等の推進

（花き） ■畑地帯整備

・ハウス施設の有効活用 ・畑かん整備

・栽培技術の確立と高品質化による産地育成 ・農道整備

（その他：芝） ■老朽ため池施設の改修

・既存産地の計画的な生産拡大・集団化 ・ため池施設改修

・機械化による作業の一環体系の確立

■環境にやさしいエコ農業の取り組み支援 ■農業水利システムの保全対策

・環境や健康に対する消費者ニーズの高まりに対応し、土づくりをとおして、減農薬・減 ・水路施設整備

　化学肥料等、環境にやさしい農業への取り組み支援 ・老朽化土地改良施設等の維持管理

■エコ農業による野菜の周年栽培の取り組み支援 ■農道の保全対策の推進

・環境にやさしいエコ農業による、安心安全な付加価値ある野菜の周年栽培の取り組みを

　支援 ■飼料生産と機械の共同利用作業による低コスト化・省力化の推進

■優良繁殖牛の確保

■本町の特産農産物の開発 ・優良繁殖牛の導入補助

・新規作物の実証及び特産品の付加価値向上等に係る経費の助成取り組みを支援 ■和牛放牧経営体育成事業

・飼養管理の省力化

■担い手の育成と支援 ・耕作放棄地の解消

・アグリマイスターによる新規就農者の育成 ■畜産排泄物対策事業

・農業体験・技術指導会等の実施による農業後継者の育成 ・耕畜連携の推進

・ＩＪＵターン者や退職者等の新規就農の促進 ・堆肥舎の拡充

・経営改善指導及び制度資金活用指導の充実 ・臭気対策の推進

・就農初期の経営基盤整備の負担軽減策の実施 ■乳牛共進会補助事業

・共進会の実施

■人・農地プランの策定及び、農地中間管理事業の活用による地域営農体制づくりの推進 ■家畜伝染病防疫対策

・認定農業者や営農集団の育成 ・口蹄疫、鳥インフルエンザ予防対策

・集落営農組織による営農体制の充実

・農業機械の共同利用等による効率的な営農の推進 ■畜産排泄物の有効利用による環境保全型農業の推進

■異業種等による営農体制の充実 ・堆肥センター等での良質堆肥の生産及び町内農家での活用

・企業新規参入促進による営農体制の充実

・人材活用システムを利用した営農体制の充実

■農業振興組織による営農体制の充実

・農業サポートセンター（仮称）設立の検討

■就農初期における負担軽減を行うことにより、継続的な営農を支援

・新規就農者の機械・施設等導入に係る補助

■耕畜連携による土づくり対策の推進

・エコ農業の取り組みや、品質のよい農産物の生産のための土づくりにおいて、耕畜連携

　による畜産堆肥の利活用を推進する

　農用施設の保全
　と確保

農業分野
　地域資源を活か
　した食づくり　多様な農産物の

　生産振興

　鳥獣被害対策

　農用設備の整備

　土づくり対策

　畜産業の振興

　大山ブランド
　開発支援

　担い手・後継者
　対策

　地域営農体制
　づくりの推進

　ふん尿処理体制
　の確立

　就農条件整備
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【主な施策の関連指標】

■森林機能の保全及び、木材の有効利用を図る

・森林計画の策定

・間伐、育林、保育等の造林の推進

・松くい虫・ナラ枯れ防除の実施

・治山・治水施設の整備

・樹種転換の推進

・木材を使用した公共施設等の建設推進

■林道、作業路の整備

・間伐材の搬出確保

■林業体験の促進とＩＪＵターン者の受け入れ

・林業従事者の確保

・共生の森拡大

■木質バイオマスエネルギー資源の利活用促進

・木質ペレットの活用

・間伐材の有効活用

■森林空間を活用した交流の場づくり

・共生の森づくり

■竹林拡大による森林環境の悪化防止

・森林環境の改善

・放置竹林の整備

・竹林の適正管理

■町内３漁港の施設整備と長寿命化

・港内静穏度の向上

・既存施設の長寿命化計画

・泊地の浚渫※等

■直売所の活用

・魚食普及、観光資源への育成

・施設の拡充・整備

■漁業経営の近代化と安定化の促進

・利子補給等による支援

■担い手の育成・支援

・担い手育成研修事業への支援

・新規就業者への設備資金助成

■栽培漁業及び磯場増殖への支援

・サザエ・アワビの種苗放流 【関連する部門別計画】

・磯場増殖事業の実践化 ・農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想

・漁魚礁設置 ・大山町農業振興地域整備計画

・大山町人・農地プラン

・大山町循環型森林資源活用計画

※

　漁業経営の
　安定化

　水産資源の確保

豚

鶏

造林事業

林業分野

　森林資源の保全

農地中間管理事業による農地集積

果実 産出額

芝

指標名

花き 産出額

作付面積

　林業生産基盤
　の整備

ブロッコリー 収穫量

販売金額

　竹林整備 肉用牛 飼養戸数

単位 現状値
目標値

１０年後
人・農地プランの策定 集落 19 40 100

万円 48,876 48,996 55,000
万円 6,750 6,200

ha 25 581 500 800
認定農業者（基本構想達成者含む） 人・件 259 264 350

ha 394 375 405
産出額 万円 67,275 68,850

水稲 収穫量 ｔ 5,370 5,131 5,000
ｔ 3,829 3,721

　林業従事者の
　育成

販売金額 万円 27,672 26,545

3,033 4,200
販売金額 万円 108,112 113,622 90,990 136,080

29,768
メロン 収穫量 ｔ 78 55 70

白ネギ 収穫量 ｔ 754 741 851

万円 2,990 2,421 2,680
農業生産法人数 法人数 4 7

　林業資源の活用 担い手への土地利用集積率 ％ 31 38 41

　特定農業団体と同様の要件を満たす
　集落営農組織数

組織 0 2

畑かんの普及率 ％ 85 91 100
乳牛 飼養戸数 戸 39 34 37

飼養頭数 頭 1,153 1,487 1,050 1,600

飼養頭数 頭 2,623 2,866 2,500 2,930
戸 35 41 32 43

飼養戸数 戸 6 3 6
飼養頭数 頭 35,187 34,344 35,187
飼養農場数 農場 22 20 22

漁業分野
飼養羽数 羽 471,964 482,907 471,964 490,000

下刈り ha 30 20
　漁業施設整備と
　ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

除間伐 ha 21 40
枝打ち ha 23 20
人工造林 ha 6 5

林業従事者年間延人数（大山森林組合作業班） 人 5,050 3,497 5,200
若手漁業者数（４０代以下） 人 25 11 25

利用間伐 ha 6 80
木質バイオマスエネルギー資源の利活用 ％ 0.3 50

定置網水揚高 万円 3,000 2,410 3,600
係船岸延長（御来屋・御崎計） ｍ 704 704

漁獲量 ｔ 413 436 450
漁獲高 万円 25,400 25,678 30,000

浚渫…水底をさらって土砂などを取り除くこと。

アワビ 個 17,500 55,500 17,500 80,000

　漁業就労者の
　育成

登録漁船数 隻 95 78 95
稚貝放流 サザエ 個 120,000 162,500 120,000 200,000
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 第１節 かっこいい一次産業を実現するために

◆主な事業 【主な施策の関連指標】
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① 地域の食材と大山ブランドを
活かして食の魅力を伝える

まちの現状と課題

② 食べる場所、つくる場所として
既存の施設を活用する

※

自然の恵みを活かして
「大山町といえばこれ！」をつくろう

11

目標値

町内商業年間
商品販売額

万円 400,000

　大山町農商工連
　携等サポートセ
　ンター事業

■農商工連携事業者への各種コ
ンサルタント業務やセミナー等
研修機会の提供

420,000

　多様な農産物の
　生産振興

■一般財団法人大山恵みの里公
社と連携推進

指標名 単位 現状値
　町内の農畜水産物は素材そのままでも
もちろんおいしいのですが、加工品とし
ても活用していきたいと思います。町内
外でひろく親しんでもらえるような商品
をつくり、１０年後には、町内外のだれ
もが、「大山町といえばこれ！」と共通
して言えるような、大山町の特産品が生
まれています。

■町内産品の新規販路開拓支援
１０年後

　大山町ブランド
　発信事業

■町内事業者の商標・意匠登録
の出願料・登録料の補助 (一財)大山恵み

の里公社におけ
る売上高向上

万円
27,146
24,400

30,000

4

農畜水産物に高い付加価値をつけ、食の
魅力向上をめざします。

商品のマーケティング
※
戦略を進め、よ

り多くの人に大山町の魅力を伝えます。 ■新商品開発や販売促進の支援

　農産物処理加工
　施設管理事業 ■農畜産物等加工の付加価値向

上と研究開発、特産化への支援

マーケティング…顧客のニーズを解明し、真に求め
る価値を提供できるようにすること。

農家民宿・農家
レストランの開
業

8
大山の恵みである農畜水産物や大山町な
らではの食文化を活かし、売上と利益の
拡大を目指した商品開発を進めます。

　県内でも有数の生産量を誇る町内の農畜産
物。地域内では、そのまま楽しむだけではな
く、それらを加工・調理する独自の食べ方が受
け継がれてきました。平成１９年には、町内農
産物や既存特産物の価値を高め、流通を拡大さ
せ、新たな雇用創出などを目的に、一般財団法
人大山恵みの里公社が設立されました。この恵
みの里公社を通じて、町内産の加工品や大山町
ならではの産品を町内外へ発信・販売できる体
制が整いつつあります。
　一方で、農畜水産物や加工品のブランド化は
まだ十分とはいえません。大山町内一体となっ
て、まちの顔となる商品をつくっていくには、
その材料となる作物の生産拡大を進めるととも
に、町内の特産品として共通して認識できるよ
うなシステムが必要となります。また、販路拡
大やそれに伴う流通体制の強化、地産地消の仕
組みの強化も考えていかなければなりません。
　町内には、すでに恵まれた自然資源や加工施
設、食材をおいしく食べるための知恵がありま
す。それらを最大限に活かして、「大山町とい
えばこれ！」と名前があがるような商品を生み
出していくことが求められています。

　ふるさと納税
　事業

■返礼品の充実により大山町の
魅力をＰＲ ふるさと納税寄

附額
万円 41,615 50,000

件

大山町の人々が親しんできた食材・食文
化を活かした料理や加工品を町内外の人
に楽しんでもらうための流通・販売を実
現します。

■新たな寄附者の開拓による交
流人口・関係人口の増加

学校、福祉施設、集客施設など、町内に
ある施設で、大山町の食材や食文化を活
かした給食・食事などを提供し、食の魅
力を体感してもらう機会を増やします。

農産物処理加工施設などの既存の施設や
加工のノウハウを持っている人的資源を
最大限に活かし、できるだけ少ない設備
投資で商品開発を進めます。
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 第２節 魅力的な仕事を生み出していくために  第２節 魅力的な仕事を生み出していくために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① 若者が働きたくなる企業を誘致する ① 地域の資源やつながりを
観光に活かす

② 地域の人材が活躍できる環境をつくる

　
大

　
大

まちの現状と課題 まちの現状と課題

② 体験型・交流型・滞在型観光が
生まれやすい環境をつくる

③ 大山町に進出した企業をサポートする

【主な施策の関連指標】

※

※

　移住者・定住者を増やすためには、雇
用をつくることが大事だといわれます
が、ただ仕事の数が満たされているだけ
でよいはずはありません。それぞれの人
の生き方や働き方にあった、大山町で暮
らすことの喜びにつながるような働きの
場が必要です。単にお金がもうかるとい
うだけではなく、地域や社会のためにな
る、自分のやりたいことを実現できると
いった働き甲斐も求められます。
　多種多様な企業が進出し、町内の仕事
の選択肢が広がり、若者をはじめとして
大山町に暮らす人々が地元で働き、生活
することに希望を感じられるようなまち
になっています。

　大山町には、山から海まで表情豊かな
自然資源があります。また、まちを盛り
上げようと取り組む人や企業・団体も数
多く存在しています。これらの力がつな
がると、ものすごいパワーになります。
　各資源のいいところを掛け合わせて新
しい観光メニューをつくり「大山ツーリ
ズム」としていきます。人や企業・団
体、さらには行政それぞれの得意なこと
を活かして、幅広く大山町の魅力を発信
しています。
　「大山ツーリズム」としての認知が進
み、四季を通じて多様な観光客が訪れ、
にぎわうまちになり、商工業も活気をと
りもどしています。

工業団地などへの企業誘致活動を進めます。

一次産業と連携しながら新しい体験型・
交流型の観光プログラムをつくり、まち
全体の活性化につなげます。

11 11

若者がはたらきたくなる
会社や仕事を増やそう

資源や人のつながりで
観光や商工業を盛り上げよう

町内に整備されている高速インターネッ

ト環境などを活かし、ICT
※
関連やデザイ

ン関連など、若者が魅力に感じる新しい
職種の企業誘致を実現します。 町外に大山町の魅力を伝えていくには、

まずそこに暮らす住民一人ひとりがその
魅力を実感し、広めていくことが大切で
す。大山町の観光情報を町外だけでな
く、町内でも積極的に発信し、誰もが大
山町の魅力を語れるようなまちをめざし
ます。

関係機関と連携しながら誘致に取り組みます。

体験交流事業を通して、地域の人材が活躍
できるきっかけを生み出していきます。

大山町に日々暮らし、普段の大山の魅力
をよく知っている住民自らが観光のプロ
グラムを考え、さまざまな主体と連携し
ながら実現していくためのサポートも進
めます。

それぞれの人のやりたいことやできるこ
とにあった仕事をマッチング（紹介）し
ていく体制を充実します。

　大山町には、豊かな自然環境や、農林水産業
の産業資源はもちろん、文化財などの歴史的資
源も豊富にあります。これらの資源は、従来か
ら、温泉開発・観光拠点施設の整備をはじめ、
観光の活性化に向けて活用されてきました。
　今後さらなる活用を進めるには、大山町のシ
ンボルである大山を主軸とした広域連携によっ
て、さまざまなテーマを設定した体験交流プロ
グラムによる体験型観光の展開を図る必要があ
ります。また、観光を担う組織・人材が不足し
ており、組織・人材の育成も求められていま
す。
　商工業においては、個人経営の小規模な小売
業が大半を占めており、近年、交通網が整備さ
れ、米子市近郊の大型店を利用する人が増え、
町内の商店数が減少しています。しかし、地域
に密着した商業は日常生活の利便性や地域の活
性化に必要とされ、特に高齢者にとっては欠か
せないものです。
　消費者に魅力を感じてもらえる商店づくり
や、多様化する消費者ニーズへ対応するため、
商工業の経営基盤の体質強化と設備改善、技術
水準向上を図るとともに、経済環境の変化に対
応していくことが重要であり、引き続き、商工
会はじめ各関係団体などと連携した取り組みを
強化していくことが必要です。

住民と進出企業が交流する機会を生み出
し、就職を含め、住民が企業と関わりを
持つきっかけを生み出します。

豊かな自然や農林水産資源はもちろん、
それらと密接につながりを持つ歴史・文
化の資源などに触れられる体験交流プロ
グラムづくりを進めます。

「大山町企業連絡協議会」を定期的に開
催し、企業間の連携強化を実現します。

大山町独自の資源やノウハウを活かし、
既存企業の経営支援を進めます。

人や企業、団体、行政など幅広い連携体
制の中、体験型観光などを進めるための
環境づくりを実現します。

各企業が仕事と子育てを両立しやすい職
場づくりを実現するよう働きかけ、働き
やすい、働きたくなる職場環境を実現し
ていきます。

町内の人的資源を活かし、自ら新しい観
光プログラムを提案し、実現できる人材
や体験指導者を発掘し、育てます。

指標名

サテライトオフィス誘致に
よる遊休施設活用件数 件 1 5

目標値
１０年後

工業団地への
企業進出数

件
16
18

20

　新しい働き方を模索しようとする企業のサテ

ライトオフィス※の設置が全国的に進みつつあ
ります。
　大山町では、町内に魅力ある仕事を生み出し
ていくため、企業誘致や若者の定住、雇用の場
の確保を積極的に進めてきました。また、交通
網の整備や新たな工業団地の造成、高度情報通
信基盤の整備など、企業が大山町に来たいと感
じるような環境がつくられてきました。その結
果、本町に進出する企業が増え、地域の活性化
に貢献しています。
　今後もこの流れを広げていくためには、大山
町独自の企業誘致の取り組みを積極的に進めて
いく必要があります。特に、若者が魅力的と感
じる多種多様な企業に働きかけていくことが重
要です。
　一方で、以前から大山町内で操業している企
業の体質強化や経営支援を進めることで、町内
の資源を活かした大山町ならではの産業を生み
出していくという視点も忘れてはいけません。
　こうして、町内で仕事の選択肢を増やすとと
もに、多種多様な働き方の魅力を町内外に発信
していくことで、大山町で働きたい、暮らした
いと感じる若者を増やしていくことが求められ
ています。

サテライトオフィス…企業または団体の本拠から離れた所に
設置されたオフィスのこと。

ICT…コンピューターやインターネットに関連する情報通信
技術の総称。

単位 現状値
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③ いつ行っても楽しいことが ◆主な事業 【主な施策の関連指標】
おこっている大山町を実現する

④ 経営基盤の安定と
経営体質を強化する

目標値

無料職業紹介所の運営による雇用人員の
確保と、住民の雇用機会の増大、定住促
進を進めます。

・大山エコトラック事業の推進

・集客を収入に結びつける仕組
みや受け皿づくり

高齢者をはじめとする交通弱者に対する
注文サービス、宅配、移動販売など、地
域に根ざした商工業サービスを積極的に
支援します。

0
1,247

2,000人

大山を中心として地域全体が相互作用を
生み出しながら集客力を高めていける体
制を強化します。

・商工会の組織運営や活動の支援

・小口融資貸付金制度
１０年後

・小規模事業者経営改善資金
（マル経資金等）の利子補給

町内観光等にお
ける交流人口の
増

万人
120

108.4
150

観光情報を一元管理するとともに、町内
外のメディアを活用して積極的に情報の
発信・提供を進めます。

　商工業の振興 ■商工業の振興

指標名 単位 現状値

・無料職業紹介所の運営

　観光・交流の
　充実

■観光・交流事業の推進

・農林水産業等の地域資源を活
用した体験型観光プログラムの
設定

大山エコトラッ
ク商品の利用者
数

商工会と連携し、経営指導支援、人材育
成、講習会の開催などの活動支援の充実
を図ります。

・夕陽の丘神田（鳥取県フット
ボールセンター）の利活用

・地元受入体制の整備

すでにある観光施設をより活用していく
ために、改修などを通じて魅力や使いや
すさを向上していきます。 ・大山開山１３００年を契機と

した集客力向上

・大山と書いて“だいせん”と
読ませるプロジェクト

・一般財団法人大山観光局の支援

経営基盤の安定と経営体質を強化するた
め、商工会の経営指導と連携し、経営の
改善を進めるため制度金融の充実と活用
を促進します。

・観光情報発信事業

・大山町の観光ホームページの
更新

・スマートフォン対応WEBサイ
トとアプリ作成

地域に根ざした商工業活動を支援するた
め、住民に地産地消の意識づくりを進め
ます。

　地域資源を活か
　した体験型観光
　の環境づくり

■体制強化

・大山ツアーデスクの支援

・大山ツーリズム推進

　観光地の魅力の
　向上

■事業の推進と仕組みづくり

・大山山麓観光推進協議会等広
域事業

・広域的な観光二次交通対策の
実施

専門分野の研究開発や技術開発・高度化
の支援をします。

・観光イベントの充実

・日本遺産登録への推進を活用
した地域の魅力向上
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 第１節 健康に暮らすことへの希望を持つために

④ 地域医療・保健を充実させる
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① ライフステージに応じた
健（検）診や予防接種を実施する

② 保健、医療、福祉を一体的につなぐ

【主な施策の関連指標】

まちの現状と課題

② 町民総健康づくり運動を進める
【関連する部門計画】

・大山町地域福祉計画・大山町地域福祉

　活動計画

・大山町高齢者福祉計画・介護保険計画

・大山町特定健康診査等実施計画

10年後

60

健康検査の結果、特定保健指導などが必
要と認められた方には積極的に保健指導
を進め、健康についての意識や日々の行
動の改善につなげます。

国保加入者における
特定保健指導実施率の
増

％
21
48.1

45
60

　大山町における平成２０年から平成２４年ま
での５年間で亡くなった方の死亡原因を平均標
準化死亡率で比べると、脳血管疾患がもっとも
高くなっており140.3ポイント（同期間の全国平
均は100ポイント、鳥取県平均は107.6ポイン
ト）となっています。次に心疾患（大山町
119.0、全国100、鳥取県99.5）、悪性新生物
（がんなど）（大山町89.0、全国100、鳥取県
99.6）と続きます。このことから大山町では循
環器系疾患を原因とする死亡割合が高くなって
いることがわかります。
　また、大山町国民健康保険及び町内在住の全
国健康保険協会（協会けんぽ）被保険者の特定
健康診査（生活習慣病予防検診）の結果、血
圧、血糖値、血中脂質が高い人が多い状況にあ
ります。
　一方で、大山町国民健康保険は被保険者の高
齢化や医療の高度化により医療費が増し、財政
運営が一段と厳しい状況になっています。今後
も持続的に保険制度を運営していくためには、
医療費を減らすことが喫緊の課題です。
　現在は、健康づくりに対する意識の高い方と
そうでない方の差が広がっていますが、すべて
の住民が自らの健康課題を把握し、自分にあっ
た健康づくりに自主的に取り組むことが求めら
れています。
　さらに、町内には一時医療機関が12施設（う
ち国民健康保険診療所は３施設）ありますが、
へき地における継続した医療の確保が求められ
ています。

保健や福祉の面で支援が必要な場合は、
保健、医療、福祉の分野が緊密に連携し
あい、住民の生活全般を一体的にフォ
ローしていく体制を実現していきます。

国保加入者における
特定健診受診率の増

％
31
30.4

「食」、「運動」、「健（検）診」を柱
に据えた町民総健康づくり運動を展開し
ます。

町民総健康づくり運動は、食、運動と
いった健康づくりに関係のある地域や民
間の組織・団体及び集落の保健推進員、
福祉推進員や食生活改善推進員などと緊
密な連携を図りながら取り組みます。

指標名 単位 現状値

15

普段から健康な暮らしを
意識しよう

地域医療を存続させるため、医師の確保
に取り組みます。

　日ごろから健康を維持することができ
て、病気になってもよくなることへの希
望が持てる。暮らしの中で困ったことが
起きても、支えとなる存在を見出すこと
ができる。これらのことをゆるぎなく信
じることができてはじめて、私たちは
日々の暮らしに安心感を覚えることがで
きます。保健・医療・福祉、この３つの
分野が密接に連携し、いつまでもいきい
きと健やかに暮らすことができるまちに
なっています。

地域の医療機関との連携を強め、地域医
療や保健の充実を図ります。

病気を未然に防ぐため、住民一人ひとり
のライフステージに応じた健（検）診や
予防接種などを適切に実施します。

健（検）診や保健指導の充実を図ること
で、生活習慣を原因とする疾病の重症化
の予防やがんなどの早期発見、早期治療
に結びつくよう努めます。

普段から自分の心身の健康を気にかけ、
自ら健康維持に取り組める住民を増やし
ていくため、普及啓発や健康保育、健康
相談の機会を設けます。 目標値
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 第２節 支え合う地域に立ち戻るために

② 地域包括ケアシステムの構築 ◆主な事業
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① 住民、行政が連携した小さな単位で
の地域福祉活動を進める

まちの現状と課題

【主な施策の関連指標】

【関連する部門計画】

・大山町地域福祉計画・大山町地域福祉

　活動計画

・大山町高齢者福祉計画・介護保険計画

10.9
9.9

11.0

　地域福祉のネッ
　トワーク化と
　連携・協働活動
　の推進

■関係団体によるネットワーク
と協働体制の確立

■介護予防事業の推進

■高齢者福祉サービス（生活支
援）の充実

単位 現状値
目標値

10年後

豊かに笑顔で暮らし続ける環境を実現す
るには、高齢者個人の暮らしだけでな
く、その人を取り巻く地域の環境も含め
て考えていく必要があります。地域ケア
会議では、そうした個人を支える周りの
環境にも配慮した地域ケアの総合的な調
整や提言を行っていきます。

■福祉ニーズに基づくサービス
提供支援の推進

　少子高齢化、家族構成やライフスタイル・価
値観の変化、より多くの人に社会進出の機会が
広がったことにともなって、専門家だけでは対
応しきれない福祉の課題が出てきています。誰
もが身近な地域で安心して暮らせるように、住
民・関係機関・行政が役割分担・連携しなが
ら、地域で支え合う関係性を築いておくことが
求められています。
　介護の面では、介護サービスの利用者が増え
続け、介護サービス費の給付額も上昇していま
す。本来は、介護予防に積極的に取り組む人が
増え、介護サービス費が抑えられることが理想
的ですが、実際は、積極的に介護予防事業に参
加する必要性を理解し、行動している住民は少
ないのが現状です。
　要介護状態にならないための心がけや、困っ
た時に地域内で助け合える関係性を普段からつ
くっておくことが重要です。
　また、要介護者がどんな状態にあっても、そ
の権利が正しく守られるよう、関連する事業や
制度の利用を促すとともに、何か起こった際も
すぐに対応できる体制が必要です。

　社会福祉協議会
　の機能強化

■住民組織地域福祉を推進する
団体としての体制・基盤整備

地域福祉を担う住民活動団体を育て、そ
の活動をサポートします。こうした団体
が、地域のつなぎ役になり、住民が自ら
の力で福祉活動を進め、支え合う地域づ
くりをめざします。

　高齢者福祉施策
　の推進

■財政基盤の強化

■地域包括ケアシステムの構築

高齢者のニーズに対応した多様な生活支
援サービスや介護予防を目的とした介護
予防・日常生活支援総合事業を引き続き
行います。

■新しい介護予防・日常支援事
業（「総合事業」への移行）

高齢者福祉機関と学校・地域などとが積
極的に連携し、地域での福祉教育を広
め、地域に開かれた高齢者福祉のシステ
ムづくりを進めます。

地域において、人権や尊厳が守られ、安
心して生活ができるよう支援するととも
に、成年後見制度や日常生活支援事業の
普及を図ります。

指標名

介護保険の居宅
介護サービスの利用率

％

15

困ったときに困ったと言い合える
関係性をつくろう

要介護状態にならないように介護予防を
充実させるとともに、介護が必要になっ
た時に充実したサービスが受けられるよ
う、各事業者・施設と連携し、指導・助
言を行っていきます。

　住民意識の高揚
　に向けた啓発

■調査、情報提供、啓発（広
報）活動の推進

　困った時に誰かに困ったといえる。逆
に周りの誰かが困っている時はお互いさ
まで支える。かつてはあたりまえだっ
た、助け合って暮らす地域に立ち戻る必
要があると考えます。地域でそんな体制
がしっかり整い、在宅で質の高い介護や
福祉サービスが受けられるようになって
いれば、歳を重ねても、住み慣れた地域
や家で安心して暮らし続けることができ
るでしょう。よく知った場所で、よく
知った人たちに囲まれて暮らす、そんな
生活が実現できる大山町になっていま
す。

■福祉教育（学習）の推進

　住民参加・参画
　による地域福
　祉活動の推進

■地域福祉活動への
　住民参加の促進

福祉施設や公民館を核として、地域の福
祉拠点での支援体制を充実させ、集落単
位など、地域コミュニティを基盤とした
小さな単位での福祉ネットワーク活動の
支援を進めます。

町内の医療機関、大学病院などの専門機
関と、現場で活動する地域包括支援セン
ター、居宅介護支援事業所などとの連携
を図り、必要な医療・介護サービスを継
続的・一体的に受けることができるよう
在宅医療と介護の連携を進めます。

■ボランティア活動の振興

　生活に不安を抱
　える高齢者・
　障がい者等の支
　援活動の推進

■高齢者、障がい者及び児童・
子育て等の支援の推進

■総合相談体制と福祉サービス
利用者支援体制の整備

住み慣れた家で、暮らし続けたい。そう
考える人が増えてきています。そのニー
ズを満たすため、在宅での看取りができ
る専門知識を持った人材を確保するとと
もに、民間事業者・ボランティア団体な
どとの連携体制をより強化していきま
す。
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 第２節 支え合う地域に立ち戻るために

◆主な事業
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① 誰もがもつ暮らしを楽しむ権利を
大切にする

まちの現状と課題

② 地域の中で自分らしい暮らしが
できるための環境をつくる

【関連する部門計画】 「障害」の表記について「大山町障がい者プラン（平成27年）」より

※ ・大山町地域福祉計画・大山町地域福祉活動計画 「障がい」‐単語あるいは熟語として用いられ、前後の文脈から人や人

・大山町障がい者プラン 　　　　　　の状態を表す場合

（大山町障害者計画・大山町障害福祉計画） 「障害」　‐「障害」と表記することにより、その用語の持つ意味が失

　　　　　　われたり誤解される恐れがある場合（例：法令等の名称、

　　　　　　他の機関・大会等の固有名詞、医学用語等の専門用語とし

　　　　　　て用いる場合、著作物を引用する場合）

地域の中で教育が受けられ、働くことの
できる環境づくりをサポートします。

ノーマライゼーション…障がいをもつ人ともたない
人が同じように生活できる社会を実現させる考え
方。

　権利擁護事業の推進 ■虐待防止、対応体制の整備推進

障がい者福祉団体の活動をサポートし、
団体同士の交流を図ります。

■成年後見人制度利用支援事業の継続実施

■社会福祉協議会との連携による地域福祉権利擁護事業

　日常生活自立支援事業の周知と利用促進

■就業支援施策の推進

■障がい者雇用の推進

社会福祉協議会や行政、住民、各障がい
者関連サービス事業所、相談支援事業所
などの幅広い連携により、地域の中で柔
軟な生活支援ができる体制を強化しま
す。

■医療費等助成制度の実施

　情報・コミュニケーション ■コミュニケーション支援体制の充実

　保健・医療 ■職員の専門性の向上

■障がいの早期発見・早期療育体制の整備

■障がいの原因となる疾病等の発生予防の推進

■心の健康づくり

　生活環境 ■公共施設等のバリアフリー化

■移動手段の確保

　近年、高齢化の進展とともに障害者手帳を持
つ人の数は増加傾向にあり、障がいの重度・重
複化や障がいのある人の高齢化も進んでおり、
家族介護が困難な独り暮らし高齢世帯や、高齢
者だけの世帯に対する配慮が求められるように
なっています。
　そんな中、平成22年に障害者自立支援法等の
改正法が施行され、支援サービスの新設・変更
と相談支援体系の見直しが行われました。平成
25年からは、障害者の日常生活及び社会生活を
支援するための法律（障害者総合支援法）がで
きたことにより、障がい者（児）の定義に新た
に政令で定める難病などが追加され、障害福祉
サービスなどの対象となっています。平成26年
からは、障害支援区分の創設、ケアホームのグ
ループホームへの一元化などが実施されまし
た。
　また、障がいがあってもなくても、誰もが分
けへだてなく、お互いを尊重して差別の解消を
図り、だれもが安心して暮らせる豊かな共生社
会の実現につなげることを目的として障害者差
別解消法が平成28年４月から施行されていま
す。
　障がいのある人が地域で安心して暮らせる社
会を実現するためには、福祉サービスの一元化
や就労支援の強化などが不可欠です。そのため
には、行政だけでなく事業所、住民など、地域
全体で生活を支援する環境が求められていま
す。障がいの有無にとらわれず、誰もが自分ら
しさを尊重され、自ら選択した暮らし方を楽し
むことのできる環境づくりが必要です。
　また、障がいを持った人がどんな状態にあっ
てもその権利が正しく守られるよう、関連する
事業や制度の利用を促すとともに、何か起こっ
た際、すぐに対応できる体制も必要です。

■一貫した相談・支援体制の充実

　教育・育成、文化・芸術、スポーツ ■保育士・教職員の専門性の向上

保育所や小中学校において福祉教育を進
めます。

■文化・芸術、スポーツ活動と地域交流の推進

■情報提供充実・情報バリアフリー化の推進

　雇用・就業・経済的自立 ■就労継続支援事業所の活動に対する支援

生涯学習でも障がいに関する正しい知識
を身につけ、理解を深めるための講座な
どを開催します。

15

障がいのあるなしに関わらず、
自分らしい暮らし方を楽しめるまちにしよう

　啓発・広報 ■福祉教育の推進

　障がいのある人もない人もお互いに尊
重し、理解し、助け合うことができる。
それぞれができることに応じて、自立し
た生活や社会参加の形を見つけることが
できる。誰もが、自らの意思で自分らし
い暮らし方を選択できる大山町になって
います。

■障がいについての啓発・広報活動の推進

■ボランティア活動の推進

■各種障がい者団体に対する支援

障がいのあるなしに関わらず、すべての
人は、他の人たちと同じように、日々の
暮らしを楽しむ権利があります。その権
利を守るために、地域内あるいはさまざ
まな制度を通じて、それぞれができるこ
とを活かして暮らしをサポートしていく
必要があります。そうしたノーマライ
ゼーション※の理念を広く伝え、その意義
を町内で共有していきます。

　生活支援 ■相談支援体制の充実・強化

■障害福祉サービス等の提供体制の整備

■障害福祉サービス等の充実

■地域生活支援事業の充実
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 第２節 支え合う地域に立ち戻るために  第３節 希望を持って子どもを生み育てるために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① 国民健康保険事業を健全に運営する ① 自然に出会うことのできる場をつくる

② 妊娠・出産に希望と安心感を持てる
サポートを実現する

まちの現状と課題

まちの現状と課題

② 年金制度についての理解を深める

③ 安心して保育サービスを
受けられる環境をつくる

【主な施策の関連指標】

※ 後発医療品…ジェネリック医薬品。先に製造・供給さ

れている医薬品の有効成分に対する特許が切れた後

に、同じ主成分を使って他の製薬会社が製造・供給す

る後発の医薬品。

町内の人材や地域資源を活用し、楽しみ
ながら自然な出会いのある場づくりを進
めます。

国民健康保険税の収納率 ％
94.5
96.3

95.0
乳児保育・一時保育・延長保育・病児や
病後児保育・放課後児童クラブなど、い
ろいろなニーズに対応した、保育サービ
スの充実を図ります。後発医薬品※使用割合

（数量シェア）
％

47.1
69.2

80.0

ファミリー・サポート・センター事業、
子育てサークルやボランティアの活動支
援、子育て相談体制、子育て環境づくり
に関わる人材の育成を進めることで、身
近なところで気軽に保育サービスを受け
られる環境を充実します。

現状値
目標値

10年後
町内の自然や人材など、地域資源を活用
して、特色ある保育サービスを展開しま
す。

医療費の助成制度や子育ての支援などの
情報提供を進めます。

妊娠中・出産後・子育て中の住民同士が
気軽に集い交流することのできる場を充
実します。

国民年金制度に対する住民の理解を深め
るため、制度の周知や広報活動、相談を
受ける機会を増やしていきます。

子どもを持つ親たちが安心して保育サー
ビスを利用できるよう、継続的な研修や
情報交換により、関係職員の能力向上を
図ります。

指標名 単位

15

社会保険制度を
みんなで支え合おう

新しい家庭を築くことに
希望が持てる環境をつくろう

　暮らしを支える社会保障制度がきちん
と運営されるにはまず、大山町で暮らす
私たち一人ひとりが、その内容を理解
し、みんなでその仕組みを支えていくこ
との大切さを実感していることが必要で
す。ただ頼るのではなく、支え合うこと
で、制度をよりよいものにし、安心して
暮らせるまちになっています。

　すてきな出会いがあること。新しい家
庭を築き、家族を増やすことをためらわ
ずに決心できること。それには、制度的
なサポートと地域全体で支え合う体制が
必要です。だれもが、結婚・妊娠・出
産・子育てに希望を持てる大山町になっ
ています。

15

納税相談の機会を増やすなどして、国民
健康保険税の収納率の向上を図ります。

特定健康診査・特定保健指導などの健康
づくり事業などを通じて、普段から住民
一人ひとりが自分の健康のことを気にか
けるきっかけをつくり、医療費を抑制す
ることで、国民健康保険事業の健全な運
営につなげます。

　町内では、若者同士が出会う場が少ないとい
う声を聞きます。まずは、若者が行ってみたい
と思うようなイベントの開催や、気軽に訪れる
ことのできる集いの場を用意するなどし、結婚
へつながる出会いの機会をつくることが必要で
す。
　なお、大山町ではこれまで、子育て支援を積
極的に進めてきており、子どもを生み、育てや
すい環境は充実しています。しかし一方で、子
育てによって身体的・精神的・経済的な負担が
増えるのではないか、出産・育児によって社会
との関りが少なくなるのではないか、といった
不安感などから、子どもを生み育てることをた
めらう人が少なくありません。
　これらの課題は、制度的な支援と、地域みん
なで子どもを育てるという発想で少しずつ解決
できるのではないでしょうか。結婚後も社会や
地域と関わることのできる環境。多様な働き方
に対応したきめ細かい保育サービスや保育料の
負担軽減。安心して子どもを任せることのでき
る保育環境。妊娠、出産から子育てまで、一連
の流れでサポートする体制。結婚・出産後も、
そして、地域の人たちが子どもを一緒に見守っ
てくれるという安心感。こうした一つひとつの
要素が、結婚し、子どもを生み、育てる気持ち
を後押しするきっかけになると期待されます。
　また、虐待などにより支援や保護が必要な子
どもたち、障がいがある子どもたち、ひとり親
家庭など、それぞれの事情を抱える状況に合わ
せて、地域が一体となってサポートし、子ども
が笑顔で育つことのできる環境をより充実して
いく必要があります。

　国民健康保険や国民年金といった公的制度
は、私たちの健康や将来の安心を確保する重要
な役割を担っています。しかし、少子高齢化や
産業構造の変化などの影響を受け、国民健康保
険事業を取り巻く状況は厳しくなっています。
特に急速な高齢化や医療技術の高度化に伴い、
医療費が増える一方、国民健康保険税収納率の
低下や低所得被保険者の増加など、収入と支出
のバランスが難しくなっている現状がありま
す。
　さらに、国民年金については、各地域で少子
高齢化が進む中、世代間での負担の不公平感
や、将来本当に年金がもらえるのかといった制
度に対する不安感が募っています。
　国民健康保険事業については、増加する医療
費をどう抑制するかを考えるとともに、収入と
支出のバランスがとれた運営の方法を考えてい
く必要があります。
　国民年金制度については、みんなで支えてい
くべき大切な仕組みであることを住民一人ひと
りが理解していくため、制度を周知していくと
ともに、制度についての相談を受ける機会を増
やすことも求められています。
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④ 地域みんなで子育てする

⑤ ひとり親家庭のサポートを
充実させる

【関連する部門計画】
・大山町子ども・子育て支援事業計画

※ 要保護児童…児童福祉法に基づいて保護を要すると定

められた児童。

民生児童委員や関係機関と連携し、生
活・教育・仕事など日々の暮らしのさま
ざまな不安、心配事を気軽に相談するこ
とができる体制を充実します。

15

保育所・学校・地域子育て支援セン
ター・児童館などと地域で進められてい
る、いろいろな活動が相互的に連携して
いくことで、地域みんなで子育てをして
いく環境をより充実します。

健康相談や検診体制の充実など、親や子
も健やかに暮らすためのサポートを進め
ます。

児童虐待・ＤＶを防止するため、要保護
児童対策地域協議会を活用し、要保護児

童※を支援する地域のネットワークを強
化します。

ひとり親家庭などが安定した生活が送れ
るよう、各種助成制度や貸付制度の情報
を伝え、積極的に活用してもらえるよう
サポートします。
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 第１節 暮らしやすくかっこいいまちをつくるために

◆主な事業
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① 民間の力をとりいれた住みやすく
かっこいい住まいを提供する

【主な施策の関連指標】

まちの現状と課題

② ずっと大山町に住み続けたくなる
環境をつくる

20
74

50
80

10年後

町営住宅の改修に取り組み、若者のライ
フスタイルに合った、住みやすくかっこ
いいと感じる住宅の供給をめざします。 分譲宅地の整備 区画

―
83

35
120

人

公的機関や民間事業者と協力しながら、
分譲住宅の整備を進め、ニーズに応じた
住宅地を提供します。

指標名 単位 現状値
目標値

民間の宅地開発を誘導するため、候補地
を検討し、支援を行います。

ＩＪＵターンの受け皿となる
かっこいい住まいをつくろう

15

　大山町では、道路、上下水道、廃棄物対策な
ど、日々の暮らしに必要な環境基盤を整備し、
暮らしの快適性を実現してきました。
　住宅については、宅地開発や町営住宅の整備
をおこなってきましたが、近年は人口減少にと
もなって空き家が増える一方、駅やインター
チェンジ、役場周辺など、利便性の高い地域で
の宅地整備を求める声も強くなっています。
　また町では、移住定住推進及び空き家対策と
して、移住交流サテライトセンターの設置や、
移住定住に向けた各種施策を推進し、大山町へ
ＩＪＵターンする若者の増加につなげつつあり
ます。空き家を含め、大山町に住み続けたい人
とＩＪＵターンを考えている人たちのライフス
タイルや感性にあった、利便性が高くデザイン
的に魅力的な住まいを提供していくことが必要
です。
　さらに、ハード面だけでなく、子育てや教育
環境など、家族が増えても安心安全に暮らし続
けるために必要な、ソフト面でのサポートも進
めていかなければいけません。

住まいの周辺の環境も快適にするため、
コミュニティの場となる公園や広場など
の公共空間も、人が集いやすく、利用し
やすいスペースとなるよう、維持管理を
進めます。

空き家バンクを利用し
た新規移住者数（年
間）

　日々の暮らしの基盤となる住環境に
は、利便性はもちろん、「かっこ良さ」
も大切だと思うのです。住んでいる人が
思わず人に自慢してしまうような、そし
てわざわざ外から人が移ってくるよう
な、そんな暮らしやすくかっこいい住環
境が充実しています。

子育て、教育、福祉など、大山町に住み
続けるために必要なサポートを地域が一
体となって進めます。

産業の活性化や企業誘致などを通じ、町
内の仕事の選択肢を増やすとともに、季
節労働をはじめとした地元企業の求人情
報の提供や仕事に関する相談体制を充実
します。

地域の空き家・空き地の情報を整理し、
若者が魅力的に感じる物件の情報を精査
して伝え、ＩＪＵターンの増加につなげ
ます。

　移住定住 ■民間活力等を活かした、宅地開発の推進

　促進事業 ■民間活力を活かした現場の相談窓口である「移住交流サテライトセンター」の強化・継続運営

■移住相談会への参加、先進地視察研修の実施

■町外からの移住・定住に係る相談窓口の継続運営
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 第１節 暮らしやすくかっこいいまちをつくるために  第１節 暮らしやすくかっこいいまちをつくるために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① 自然環境に配慮して土地を利用する ① 高速道路網を継続的に維持管理する

② 地籍調査を継続的に実施する ② 幹線道路網をもっと便利にする

まちの現状と課題 まちの現状と課題

◆主な事業 ③ 生活道路網を継続的に維持管理する

※

【主な施策の関連指標】

◆主な事業

【関連する部門計画】

・大山町橋梁長寿命化修繕計画

■施設の延命化と安全性の向上

修繕事業
地籍調査事業進捗率 ％

50.0
56.7

68.7
66.3

橋梁長寿命化

10年後
道路除雪事業 ■除雪車両の整備

地籍調査事業実施面積 ㎢
82.25
93.33

113.00
109.00

道路新設改良事業

　地籍調査事業
■毎年新規着手目標面積を
　3.0㎢とし事業を推進

町道をはじめとした各道路網の計画的な
点検や橋梁などの修繕・架替えを行い、
安心安全に利用することのできる環境を
つくります。

インフラ…インフラストラクチャーの略。産業や生
活の基盤として整備される施設。

除雪車を定期的に更新し、積雪時でも安
全に通行できるよう努めます。

地籍調査を進めるには、土地の持ち主で
ある住民の理解・協力が欠かせません。
大山チャンネルやホームページなどを利
用し、地籍調査の重要性を伝えるための
広報を進めていきます。

町内の幹線道路である国道９号の利便性
と安全性を向上させるとともに、観光や
産業分野において重要な役割を果たす町
内の拠点施設と、振興エリアを結ぶ幹線
道路の整備を国・県と連携して進めま
す。

　大山町の土地利用状況は、総面積189.83㎢の
うち林野が29.8％を占め、農地24.4％、宅地
3.1％と続いています。なお、その他が41.5％あ
りますが、これは広大な国有林や保安林がある
ためです。
　本町には大山隠岐国立公園があり、自然環境
を活かした観光交流地域として利用されていま
す。農地は、山岳地や丘陵地を除いてほぼ全域
にあり、大山山頂から広がる国立公園地内は自
然公園法により無秩序な開発が防がれていま
す。
　土地利用の状況を把握する基礎データとなる
地籍調査は、名和地区については、昭和34年か
ら昭和47年で完了していますが、中山・大山地
区においては平成６年に調査を開始していま
す。平成26年度末時点の町全体の進捗率は、調
査が必要な面積（国有林等除く）164.44㎢の
50.0％にとどまっています。
　今後、限りある町内の土地資源をよりいっそ
う有効に活用し、大山町の魅力や暮らしやすさ
につなげていくには、活性化のために活用する
場所、貴重な自然環境や一次産業の生産地とし
て積極的に保護する場所など、用途に分けてそ
れぞれの使い方を見据える必要があります。
　現在実施している地籍調査のさらなる推進
と、計画的な土地利用を進めていくことが求め
られています。

　大山町では、高速交通網、幹線道路網の整備
が完了しています。国道９号も、高速交通網の
整備により、快適に利用できるようになりまし
た。一方、町道は国・県道を補完しているた
め、住民の生活に密着した安全で快適な道路と
して計画的に整備していく必要があります。
　今後は、すでに整備が終わった交通インフラ
※を維持・管理しながら、生活の安全性や利便
性を高める方法を考えていかなければなりませ
ん。

一筆調査を業務委託することにより進捗
を図ります。 町内をはじめ、町外との交流の軸となる

道路網の整備に取り組みます。

■坊領向原線、退休寺線、人権
交流センター線下坪田山村線、
中山インター線、末長妻木線な
ど、生活路線を中心とした道路
網の充実

指標名 単位 現状値
目標値

大山町の魅力や暮らしやすさにつながる
土地利用を実現しよう

15 15

すでにある交通インフラ資源を
暮らしの安全性や快適性につなげよう

　土地を守ることは、まち全体を守るこ
と。大山町の貴重な資源である土地資源
をどのように利用するかは、まちの将来
を大きく左右する問題です。町内にどん
な土地があり、それをどのように活用す
るのが一番よいのか。地籍調査を通じて
それぞれの場所の基礎データが整理さ
れ、大山町の魅力や暮らしやすさにつな
がる土地利用が実現されています。

　道路は家に例えると「廊下」の役割を
持っています。その「廊下」が移動しや
すいと、ついついまちの色々なところに
出かけたくなる。「廊下」が美しいと、
まち全体がいとおしくなり、自分もきれ
いに使おうと思う。大山町内の道路網が
きちんと維持・管理され、私たちの暮ら
しやすさや安心安全につながっている。
そんな大山町になっています。

森林・農地・宅地など土地の用途をそれ
ぞれ変える時には、自然と調和し環境保
全に配慮した土地利用に努めます。

すでに高速道路網の整備は完了している
ため、今後は、どう安全性を保ち続ける
か、国と連携し継続的に維持管理してい
く方法を検討します。
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 第２節 人にも自然にもやさしいまちを実現するために  第２節 人にも自然にもやさしいまちを実現するために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① 海もある、山もある ① 自然エネルギーを積極的に取り入れる
大山町ならではの自然を大切にする

まちの現状と課題

まちの現状と課題

◆主な事業

◆主な事業

【主な施策の関連指標】

※

【関連する部門計画】

・大山町地域新エネルギービジョン

　環境保全への ■ボランティア清掃の実施

60

単位 現状値
目標値

10年後

　取組 ■不法投棄パトロール・撤去の
実施

指標名

薪ストーブ等の設置補
助件数

工業団地の整備や工場建設などの場合
は、公害防止協定や開発協定を締結し、
住民の理解を得るとともに、公害の未然
防止・環境保全に努めます。

　太陽光発電等 ■新エネルギーや省エネルギー
設備の普及促進　導入促進

・住宅用太陽光発電システ
ム等設置補助

7

　近年、環境問題への関心が高まり、従来型
の、技術革新による生産性重視の観点から、自
然環境との共生をめざすための自然エネルギー
の推進や循環型エネルギーの開発が進められて
います。

　大山町では、町営の風車「太空海号」
※
を自

然エネルギー活用のシンボルとしています。今
後はさらに、太陽光や薪ストーブなどの自然エ
ネルギーへの転換や省エネルギーの取り組みを
推進し、環境にやさしい暮らし方や事業活動を
定着させる必要があります。住民・企業・行政
が連携して、自然エネルギーへの転換や省エネ
ルギーの取り組みを進めていくことが重要で
す。

・薪ストーブ等設置補助

目の前のかけがえのない風景を
自分たちで守ろう

15 15

人にも自然にも優しい
エネルギーとの付き合い方を考えよう

　ふと窓の外に目を向けると飛び込んで
くる雄大な大山。夕陽に赤く染まる日本
海。星座もわからないくらいのたくさん
の星。これらの風景が、日常の中にあた
りまえに溶け込んでいて、でもそのあり
がたさをみんなが実感している。この風
景を守るための行動を、一人ひとりがふ
だんの暮らしの中で実行している。そん
な大山町になっています。

　環境に負担をかけない暮らしはとても
大切です。しかし、それを実現するため
に、無理をしていたり、苦しい思いをし
ていたりしたら、きっとその暮らしは長
続きしません。無理なく楽しくおしゃれ
で、でも環境に配慮されている。そん
な、人にも自然にも優しいエネルギーと
の付き合い方を、大山町から発信してい
る。
　また、住民だけでなく、企業・行政な
ど、そこで暮らし活動するすべての人
が、自分たちの使うエネルギーについて
意識し、自然エネルギーへの転換や省エ
ネルギー・省資源に取り組んでいるまち
になっています。

自然環境に配慮しつつ、太陽光・風力・
バイオマス・小水力発電などの自然エネ
ルギー設備の導入を推進します。

日々の暮らしの中で、行政と住民が一体
となって環境保全やまちの美化活動に継
続して取り組みます。

新エネルギー・省エネルギーを浸透させ
るために、自然エネルギー設備導入に対
する支援を行います。

大山町は大山山頂から日本海まで続いて
います。その中に森や川、農地などの表
情豊かな資源が含まれています。これは
とても貴重なことです。この独自性を町
内外にアピールし、自然環境の保全に理
解してくれる人、協力してくれる仲間を
増やしていきます。

電気自動車の普及啓発と二酸化炭素排出
量削減の観点から、公用車として電気自
動車の導入を検討します。　大山町には、人と自然の関わりを物語る美し

い景観が随所に見られます。人と自然が共生し
ながら育まれてきたかけがえのない自然環境や
豊かな農村風景は、大切に後世に残していかな
ければいけません。これまで、環境保全のため
に、公害防止協定などにより公害の未然防止に
努めてきました。
　今後、自然環境や景観を、住民・団体・企
業・行政が連携しながら守っていくには、ま
ず、大山町に関わる誰もが、あたりまえに溶け
込んでいる風景に誇りを持ち、自分たちで守っ
ていく意思を持つことが大切です。そのために
は、あたりまえの良さに気づくきっかけづくり
も重要です。

日常生活の中で、無理なく、おしゃれに
新エネルギーの活用や省エネルギーに取
り組むライフスタイルの実現を進めま
す。

開発を進める際は、地域住民の意向と周
辺の自然環境や景観への影響を最大限に
配慮し、公害発生を未然に防ぎます。

太空海号…平成17年（2005年）に大山町高田に建設
された風力発電用風車。羽根を含めた全高は118.5
ｍで、年間の発電量はおよそ800世帯分の消費電力
に相当する。

件
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 第２節 人にも自然にもやさしいまちを実現するために  第３節 充実した情報通信環境を活かすために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① まち全体がつながって ① 情報通信サービスを活用する
資源のリサイクルに取り組む

② 情報通信サービスをより使いやすくする

まちの現状と課題

まちの現状と課題

◆主な事業

【主な施策の関連指標】

インターネット加入件
数（町有光ﾌｧｲﾊﾞｰ分）

％
27

48.3
37

50.0

情報通信機器に親 ■タブレット端末活用セミナー
等の開催しむ機会の提供

指標名 単位 現状値
目標値

10年後

高度情報通信環境を活かして、企業活動
の活性化を図ります。

高齢者など、情報通信機器に接する機会
が少ない住民を対象に、使い方を知って
もらう機会を提供します。

高度情報通信基盤 ■超高速インターネット環境の
整備の再整備によるサ

町内のつながりで
資源循環の輪をつなげよう

15 15

情報通信環境を上手につかおう

　ごみも資源として活用してしまう。そ
の発想があたりまえにあるまちをめざし
たいと思います。それぞれが出したごみ
に責任を持ち、町内のつながりを活かし
て資源が再利用される。そんなまちに
なっています。

　充実したインターネット環境が整って
いることは大切。でも、その環境を何の
ためにどう使うかをきちんと見据えてい
ることがもっと大切です。小さなころか
ら、情報との上手な付き合い方を知って
いて、自分なりの活用方法を身につけて
いる人が増えればいいと思います。
　10年後には、より充実したインター
ネット環境が整っていて、高速ネット
ワークを活用している人がたくさんい
て、物理的な距離を超えたさまざまな情
報のやり取りを、地域のためにも役立て
ている。そんな大山町になっています。

福祉や防災などの分野で高度情報通信環
境を活用し、日々の暮らしの安心安全に
つながる取り組みを検討します。

家庭や企業から出されるごみを減らすた
め、まだ利用できるけれど使わなくなっ
たものを、町内で再利用する取り組みを
進めます。

住民同士が使わなくなったものを交換・
共有しあい、町内で再利用が進むよう
に、コミュニティの形成をサポートしま
す。

情報通信サービスに加入している人の動
向を把握し、時代のニーズにあった環境
を整えるためのよりよいインフラの整備
をめざします。

　私たちが享受している資源は無尽蔵でないこ
とは、今や誰もが知るところとなりました。大
量消費型社会から資源循環型社会へ転換を図
り、持続可能なまちづくりを推進していく必要
性があります。地球温暖化に起因する自然災害
も、持続可能なエネルギーへの関心を深める
きっかけになっています。
　豊かな自然の恵みを享受している私たちがで
きることは何でしょうか。できるだけごみを出
さないようにし、自分の出したごみに責任を持
つことだと思います。できるかぎり資源をリサ
イクルし、町内で資源を循環させることだと思
います。一人ひとりが普段の生活の中で少し習
慣を変えれば、それが大きな変化につながりま
す。
　さらに、身近に存在する間伐材などの地域資
源を活用する取り組みにより、地域の中で資源
をうまく活用していくことが必要です。

イベントなどを通して、住民が楽しく資
源リサイクルに親しみ、取り組むことの
できるきっかけづくりを進めます。

光ファイバー回線を利用して、同じサー
ビス加入者相互の国内無料通話が可能と
なるシステムを導入し、コミュニケー
ションをとりやすい環境をつくります。

　大山町では、これまでの情報通信基盤の整備
により、高度情報化社会に対応した基盤整備が
完了し、高速インターネット接続サービスが、
さまざまな分野で活用されています。
　インターネットなどの先端技術を活用するこ
とは、地域コミュニティの再生や地域活性化な
どの手段としても、非常に有効です。今後は、
これらの技術を活用してまちづくり活動をする
人を増やしていくための取り組みを、いっそう
充実させることが必要です。
　また、遠隔地でも仕事ができる企業の誘致
や、観光客へのインターネット環境の提供な
ど、新しい時代のニーズにあった情報通信環境
の整備が必要です。 ービスの充実 ■無料通話システムの導入
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 第１節 安心安全を感じる暮らしのために

④ 交通安全の意識を高める
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① デマンド交通を積極的に利用する

まちの現状と課題

② 共助交通の利用を考える

【主な施策の関連指標】

③ 安全に利用するために
道路環境を整える

【関連する部門計画】
※ ・大山町交通安全計画

現状値
目標値

10年後

事故が多発する地点や通学路など、特に
交通の安全を確保する必要のある箇所に
は、歩道設置や道路改良を検討するとと
もに、道路標識や防護柵・カーブミラー
の整備など、安全な道路環境を整えま
す。

予約型交通（デマンド
バス）利用者数

人
7,275
5,301

7,600
5,500

15

移動も共有して
安心安全な交通環境を実現しよう

共助交通…過疎地域などの公共交通空白地域におけ
る、住民生活の助け合いによるきめこまやかな交通
手段。

保育所・学校・地域・職場などでそれぞ
れの実態に応じた交通安全教育を進め、
地域全体で交通安全の意識を高めます。

高齢者の事故対策として、運転免許証の
自主返納の促進を図るほか、警察や町内
の団体と連携し、交通安全教室などを実
施します。

　さまざまなものが共有される時代。移
動手段もいろいろな人と共有すること
で、効率性が高まります。住民は普段ど
んな移動をしていて、それはどのような
交通手段で対応するのがよいのか。その
時の大山町の状況や住民ニーズにあった
公共交通が提供されているまち。また、
交通安全や自然環境にいっそう配慮した
まちになっています。

デマンド交通など、地域のニーズにあっ
た運行方法により、住民ができるだけス
トレスなく、行きたいところに行ける、
満足度の高い公共交通サービスを提供し
ます。

早朝・夜間の歩行者などに対する夜光反
射材の利用やチャイルドシートの着用効
果を伝え、交通安全の意識を高めます。

広報や各種団体への案内などを通じ、よ
り積極的に公共交通機関を利用するよう
呼びかけを進めます。 広報誌や防災行政無線、大山チャンネ

ル、交通安全指導車などを活用し、普段
から交通安全の意識を高めます。　平成21年度に実施した住民アンケート調査の

結果、公共交通の重要度は比較的高いと評価さ
れましたが、満足度は最も低いという結果でし
た。そこで、平成22年度にはすでにある交通手
段が輸送ニーズと合っているかについて調査
し、公共交通のあるべき姿を見直す検討を始め
ました。
　現在、デマンドバス（予約型交通）は町内167
全ての集落の、あわせて約390箇所の乗車場所か
ら、医療機関や商店、金融機関、役場、ＪＲの
駅や主なバス停など、町が定めた約80箇所の目
的地の相互間、及び目的地と目的地の相互間で
利用されています。また、本町の自然環境を守
るため、電気自動車５台を使用しています。
　交通事故の現状については、これまでの交通
安全啓発活動が功を奏し、減少傾向にあります
が、特徴的なこととして、犠牲者、加害者とも
に高齢者の占める割合が高くなってきていま
す。
　今後も引き続き、住民の輸送ニーズに合っ
た、効率的な公共交通のあり方を検討するとと
もに、環境にも配慮した交通環境を実現してい
く必要があります。
　さらに、高齢者に対する運転者教育をはじめ
として、安全意識のさらなる向上や交通安全施
設の充実など、交通事故を未然に防ぐための総
合的な対策が必要です。

これまでの取り組みを受け継ぎ、継続し
て環境対応型の自動車の積極的な導入を
進めます。 各種交通安全運動を推進するため、住

民・団体・企業などと連携しながら、地
域の自主的活動をサポートします。

住民同士が助け合い、送迎する共助交通
※の導入を検討します。

指標名 単位
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 第１節 安心安全を感じる暮らしのために

④ 焼却施設を安心安全に使う
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① 良質な水を安定して届ける

◆主な事業

まちの現状と課題 ② 下水道施設を長く使う方法を考える

③ ごみを減らし、ごみを再利用する

【主な施策の関連指標】

【関連する部門計画】

・簡易水道事業統合計画

・一般廃棄物処理実施計画

住民や事業者に対し、「ものを使い捨て
にしない、不必要なものを買わない・も
らわない」などのごみの発生を抑える活
動に取り組める方法を優先的に周知・啓
発し、「ごみを発生させない」社会づく
りに努めます。

リサイクル率 ％
18.4
27.0

26.0
30.6

家庭から排出される生ごみの減量化や再
資源化を進めるため、電気式生ごみ処理
機の購入助成やコンポストの利用を推進
します。

１日当たり廃棄物排出量削減 ｔ
11.80
11.38

10.50

１日１人当たり廃棄物排出量削減 ㎏
0.67
0.71

0.63

■焼却場修繕事業

　・定期修繕事業

　・大規模修繕事業

住民・事業所・各種団体など、大山町内
で暮らし、活動する人々に対し、ごみに
関連する情報を提供し、ごみの分別や環
境学習など、楽しくごみの減量化に取り
組むことのできる方法を伝えます。

指標名 単位 現状値

水道普及率（上水道等の給水人口／給水区域内人口） ％
96.0
95.3

99.5

　上水道は、これまでの取り組みにより、安全
な水の安定供給に必要な整備はほぼ完了してい
ます。今後は、安全でおいしい水を供給する
ネットワーク（相互給水）を確立し、地震や水
質汚染などの災害時でも被害を最小限に抑える
ための備えを進めていく必要があります。
　下水道は、施設の最も古いものでは昭和63年
から供用開始しています。これらの施設は経年
劣化による老朽化が進んでおり、施設機能を保
全していくためには延命化が必要です。また、
将来の人口減が予測されるため、施設の維持管
理費などが課題となっています。
　環境問題では、社会全体の動向として、環境
への負荷が少ない循環型社会の形成に、住民の
関心が高まっています。
　大山町においては、可燃ごみについては町内
の焼却施設と米子市の焼却施設とで処理を行
い、15種類の分別収集や使用済み家電製品家電
リサイクル法対象品（４品）などのリサイクル
推進に取り組んでいます。人口が減少する中、
町内のごみ排出量は横ばいの状況ですが、環境
への負荷が少ない循環型社会を形成するため、
ごみのさらなる減量化を図ることが重要です。
また、ごみの再生利用を推進するため、ごみの
分別の徹底も求められます。さらには、町内の
焼却施設の維持管理費を軽減していくととも
に、施設を長く使っていくための方法も考えな
ければいけません。

　・開拓専用水道営農飲雑用水整備事業

■下水道事業

　・公共下水道長寿命化ストックマネジメント計画支援制度（施設の延命化）

　・農業集落排水機能強化事業（施設の延命化）

人口減少に対処するため、下水道施設の
統廃合の検討を行い維持管理費の削減と
効率化を図ります。

焼却場延命化

10年度

汚水処理人口普及率 ％
95.8
94.7

99.3

目標値

■焼却場定期点検清掃事業

下水道施設の実態調査結果などに基づ
き、経年劣化した施設の延命化を検討
し、計画的な更新や修繕を行い機能保全
に努めます。

　・老朽施設耐震整備事業

　・大山地区簡易水道統合事業→完了

　・名和地区簡易水道統合事業→完了

上下水道の整備 ■上水道及び簡易水道事業開拓専用水道事業

　・中山地区上水道統合事業→完了

　・大山地区上水道統合事業→完了

　・大山寺地区上水道統合事業→完了

可燃ごみ焼却施設の県西部広域化によっ
て次期施設に移行するまでの間、名和ク
リーンセンターを修繕して延命化を図
り、適切に維持管理していきます。ま
た、廃止された焼却施設については、地
域の生活環境に配慮し安全な解体処分を
進めます。

　水と心地よい暮らしは切っても切れな
い関係です。安心安全な水を安定して利
用できることは本当にありがたいこと。
自然の恵みを享受して暮らす私たちは、
そのことに感謝し、限りある資源を有効
に使う方法を一人ひとりが考え、実行し
ていかなければいけません。
　ごみをできるだけ出さない。分別して
捨てる。ごみも資源として活用する。そ
んな暮らしがあたりまえにできる大山町
になっています。 同じサービスを提供するため、事業を統

合し、災害に強い水道施設の整備、改良
に取り組みます。

15

私たちの健康な暮らしを支える
自然を守ろう

定期的な水質検査、配水流量や配水池水
位の監視、施設の安全管理や水道管の修
繕などにより良質な水の安定的な供給に
努めます。また、災害に強い水道施設の
整備、改良に取り組みます。
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 第１節 安心安全を感じる暮らしのために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 【関連する部門計画】

１０年後の大山町 を実現するために ・大山町地域防災計画

・大山町国民保護計画

① 地域と連携した防犯体制の強化

まちの現状と課題

② 住民主体の消防・防災体制の強化

※

みんなが地域に気を配り
「もしも」に備えよう

15

要援護者…災害時において、安全な場所に避難する際に支援
を要する人のこと。

耐震化の必要性や既存の補助制度を広く
住民に伝え、住宅の耐震化を進めます。

　安心安全をつくるのは、私たち一人ひ
とりのまちへの思いです。そこに暮らす
人たちが、地域のことを愛し、気にかけ
あっているまちは、犯罪が起こりにくい
ものです。それは、地域の人の目が行き
届いていることが、まちの雰囲気全体に
あらわれるからです。そして、災害や犯
罪が起きた時も、地域住民と警察、行政
が連携し、被害を最小限に食い止めるこ
とができる。そんな安心安全な大山町に
なっています。

犯罪を未然に防ぐため、関係機関との
連携を強化します。

防犯意識の高い地域づくりをめざし、
地域に根ざした防犯活動を積極的にサ
ポートします。

児童・青少年を犯罪から守り、青少年
の問題行動を未然に防ぐため、青少年
育成町民会議や保護者・学校などとの
連携を強化した取り組みを進めます。

　社会情勢の変化にともない、犯罪件数の増
加、犯罪の低年齢化・凶悪化が進んでいます。
「振り込め詐欺」や「企業対象暴力」などのよ
うに巧妙化しているだけでなく、「いじめ・虐
待」のように周囲からは気づきにくい状況で行
われているものも増加し、その対応が難しく
なっています。
　地域のつながりの希薄化などにより、地域で
犯罪を未然に防ぐ力が弱まっています。大山町
では、児童・青少年を犯罪から守り、青少年の
問題行動を未然に防ぐため、関係機関が連携
し、定期的な町内パトロールや犯罪の発生しや
すい場所の確認、防犯に関する注意喚起を行っ
ています。
　安心安全なまちづくりを進めるために、警察
や防犯組織などと地域が連携を密にし、防犯活
動の推進や「自分たちのまちは自分たちで守
る」という意識を高め、常に人の目が行き届い
た明るい地域づくりを進めていかなければいけ
ません。
　また、近年はゲリラ豪雨など、予想のつかな
い自然災害が頻発し、防災に対する意識はいっ
そう高まり、災害発生時の対応が課題となって
います。人口の減少や高齢化により地域の消
防・防災体制の弱体化が予測されることから、
組織や施設を充実させる、集落や自治会を越え
て連携し合うなど新たな体制で災害に備えてい
く必要があります。

犯罪の発生しやすい箇所の点検やパト
ロールを進めるとともに、防災行政無
線や大山チャンネルなどを活用し、そ
れらの情報を共有することで、環境の
改善や防犯意識の醸成につなげます。

消防団と広域消防との連携や既存団員
の人員の確保、機材の充実を図り、災
害時に備えます。

自主防災組織が生まれやすい環境を作
るとともに、引き続き組織のサポート
を進め、地域の防災力の向上につなげ
ます。

自主防災組織と連携し、要援護者※も
安心してくらせる地域づくりを実現し
ます。

総合的な防災訓練などを実施し、防災
意識を高めるとともに、災害発生時に
どのように対応したらいいかを日頃か
ら習得する機会につなげます。また適
宜各種計画の点検、見直しを行いま
す。
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 第１節 みんなが楽しみながらまちに関わるために

◆主な事業
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① 住民のまちづくり活動をサポートする

② 住民一人ひとりの声を聞く機会を増やす
まちの現状と課題

③ 世代間の交流を生み出す

※

※

より幅広い住民がまちに関心を持つため
のきっかけづくりや、住民が自ら考え、
楽しみながら活動ができる環境づくりを
進め、住民と行政がそれぞれの得意分野
において役割分担しながらまちづくりを
進めていきます。

審議会、委員会、各種意見交換会、パブ

リックコメント
※
などで、住民の意見を

聞き、反映するように努めます。
　まちに関わることは大変。面倒くさい。そう
考える人が、若者を中心に増えています。若者
がまちと関わらなくなると、これまで地域を支
えてきた中高年世代と、これからのまちを支え
るべき世代との交流が生まれません。また、先
人が育んできた知恵や地域の文化・伝統の魅力
を伝えることもできません。何より、地域を担
う若い世代がいないということは各集落の活気
がなくなることにつながります。
　しかし、本当にまちと関わることは大変で面
倒くさいだけなのでしょうか。確かに、時間や
労力やアイデアなど、たくさんのものを「投
資」しなければいけないかもしれません。ただ
「投資」した分、得られる「もうけ」もありま
す。新しい仲間、趣味、精神的な支えなど、そ
れらは確かに、日々の暮らしの豊かさや楽しさ
につながっていくものばかりです。
　まずは楽しさを入り口にして、まちと関わる
きっかけをつくること。そして、自分も楽し
く、地域のためにもなる活動をできることから
はじめてみること。それらが、まちに関わり、
支える人材を増やしていくこととして最も重要
です。

町がテーマを定めて出かけていく「集落
行政懇談会」や、集落や団体などの希望
される内容で意見交換する「町長の出前
座談会」を継続して実施します。

各種団体をはじめとしたテーマ型コミュ
ニティや地域自主組織をはじめとした地
縁型コミュニティなどが自主的に実施す
る行事などを通じて、世代間交流が生ま
れるよう、場づくりやその情報発信に取
り組みます。

高齢者福祉機関と保育所・学校の連携に
よる世代間交流を充実します。

地域自主組織…地域の様々な組織や個人がつなが
り、連携を深めることで地域課題を自ら解決する組
織。

パブリックコメント…公的な機関が計画や規則など
を策定する際に、広く公に意見を求める手続き。

　まちに関わればかかわるほど、「もう
け」をたくさん得ることができます。た
だしその「もうけ」はお金だけではあり
ません。新しい出会いや体験、感謝の言
葉など、目に見えない、けれど確かに私
たちの中に蓄積されていく満足感や達成
感などです。本当に豊かで楽しい暮らし
を考えた時に、必要なのは、こうした気
持ちではないでしょうか。
　町内のあらゆる世代の住民が垣根なく
ふれあい、積極的に楽しみながらまちづ
くりに参加することで、みんながたくさ
んの「もうけ」を得られる。そんな大山
町になっています。

15

　活動の ■「集落行政懇談会」と「町長
の出前座談会」の開催　仕組みづくり

■「町長への手紙」や「行政目
安箱」の活用

まちにたくさん関わって
多くの「もうけ」を得よう

　住民主体の ■住民と行政の協働によるまち
づくり体制の構築　まちづくり

地域自主組織※などの地域づくり団体
が、自分たちの力で取り組みを進めてい
くためのサポートを進めます。
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 第１節 みんなが楽しみながらまちに関わるために  第１節 みんなが楽しみながらまちに関わるために

こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために １０年後の大山町 を実現するために

① より充実した交流を進める ① 地域自主組織が活動しやすい環境を
つくる

まちの現状と課題 まちの現状と課題

◆主な事業

◆主な事業

【主な施策の関連指標】

※

※

※

※
4 10

襄陽郡…平成16年（2004年）友好親善交流協定締結

地域自主組織の設立件
数

件
6
10嘉手納町…昭和63年（1988年）より相互派遣交流

呉市…平成７年（1995年）友好都市提携締結

テメキュラ市…平成６年（1994年）姉妹都市提携締結

地域自主組織への業務
委託件数

件

　国際交流事業 ■友好・姉妹都市交流の推進 　づくり

　・米国テメキュラ市

■小学生交流の推進 　住民主体の ■地域自主組織の活動支援

　・沖縄県嘉手納町 　まちづくり

　国内交流事業 ■友好・姉妹都市交流の推進

　・広島県呉市

集落や自治会などの活動支援とともに、
地域自主組織の設立や運営をサポート
し、将来的に、自らの力で活動を進めて
いける組織づくりにつなげます。国内交流・国際交流事業とも、交流を継

続するとともに、節目の時など時機をと
らえ、その意義が広く理解され、交流の
裾野を拡大できるような取り組みを検討
します。

若い層を中心としてあらゆる世代、特に
これまでまちとの関わりが少なかった人
たちが、地域活動に関わるための仕組み
を考えるとともに、地域の今後を担って
いくリーダーとなる人材の発掘・育成に
取り組みます。

小中学生の教育の観点からの国内交流・
国際交流事業は、内容や運営により工夫
を加え、いっそう充実した事業になるよ
う配慮します。

　大山町では、人材育成や文化交流及び国際親
善を目的とし、旧町の時から、小中学生や住民
同士の交流を進めてきました。

　沖縄県嘉手納町※とは、小学生の人材育成交
流事業として相互派遣を通じての交流が続いて
います。また、友好・姉妹都市との文化交流や

親善を目的として、広島県呉市※の他、米国カ

リフォルニア州テメキュラ市※、韓国江原道襄

陽郡
※
との国際交流も行われています。国際交

流では、交流協会をはじめとした関係団体、住
民が積極的に関わり、国際理解と友好親善を図
る活動が続けられています。
　友好・姉妹都市との交流については、今後、
民間レベルでの「草の根の交流」がいっそう促
進され、民間主導の交流に移行していくこと、
これらの交流に関わる人がその経験を通じて、
改めて自分たちの住む大山町を見直し、まちづ
くりに活かしていくことが必要です。

　住民と行政がそれぞれできること、やるべき
ことを確認し、パートナーとして支え合いなが
らまちづくりを担っていくことが不可欠な時代
です。大山町では、行政のパートナーとして各
地域を自らの力で支え、運営していく組織とし
て、各集落から選出されたまちづくり委員で構
成される「まちづくり地区会議」の活動を支援
し、継続的にまちづくり活動を実行できる「地
域自主組織」の設立を進めてきました。
　今後、これらの組織をサポートするには、関
わるそれぞれの人が、楽しみながら無理なく活
動に関わることのできる環境をつくっていくこ
とが大切です。行政がするべきこと、地域自主
組織が担った方がいいこと、協働したほうがい
いこと。それらを適切に判断し、具体的な活動
につなげていかなければいけません。

■友好・姉妹都市中学生交流の推進

　・町内中学生と米国テメキュ
ラ市内ミドルスクール

指標名 単位 現状値

　活動の仕組み

　・韓国江原道襄陽郡

異なる文化を理解し、尊重する、
懐の深い大山町を目指そう

15 15

地域の思いや力を
発揮できる環境をつくろう

　異なる文化を理解し、尊重する、懐の
深い大山町でありたいと思います。違う
文化に触れることで、あらためて自分た
ちのまちに誇りを持つこともできるはず
です。そして、国内外問わずさまざまな
人々が行き交うまち、異なった文化・歴
史・習慣を学び広い視野を持った人が活
躍することのできるまちになっていま
す。

　地域のことを一番よく知っているの
は、そこに暮らす人たち。その地域を支
え、盛り上げていくためにも、住民一人
ひとりの力が不可欠です。その力を受け
止め、具体的な取り組みにつなげていく
のが集落や自治会、そして各地区で生ま
れている地域自主組織です。それらに関
わる人の思いや力が発揮できる、環境が
できています。

交流の目的などについて住民の理解を促
し、誰もが参加しやすいシステム、環境
づくりに努めます。

先進事例や町内での活動事例などを紹介
し、大山町ならではの地域自主組織活動
につなげます。

■国際交流協会への支援

目標値

　・町内中学生と韓国江原道襄
陽郡内中学校 10年後

10
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 第２節 将来を見据えてまちを運営していくために

⑤ 財政状況をわかりやすく公表する
こうなったらいいな、 こうなったらいいな、
１０年後の大山町 を実現するために

① 行財政改革を積極的に進める

◆主な事業

② 民間のノウハウをとりいれて
施設運営体制を効率化する

まちの現状と課題

③ 現状を分析し今後の計画をたてる

【関連する部門計画】

・第５次大山町行財政改革大綱、集中改革プラン（令和元年度～令和４年度）

・大山町公共施設等総合管理計画（平成28年度～令和27年度）

④ 財源を安定させる ・大山町公共施設個別施設計画（令和２年度～令和31年度）

※

※

※

アウトソーシング…業務を外部委託すること。 町が保有する未利用の財産を有効に活用
する、あるいは適切に処分することで、
財源確保に努めます。

財政調整基金…自治体が財源に余裕がある年に積み立て、不
足する年に取り崩すことで財源を調整し、計画的な財政運営
を行うための貯金。

公共施設の管理・運営を見直し、民間の
ノウハウを活かしてさらなる効率化を図
ります。

　・民間活力の活用と推進（アウトソーシング、指定管理制度、ＰＰＰ（ＰＦＩ）※）、公正公平性の確保

■大山町公共施設等総合管理計画・大山町公共施設個別施設計画に基づき、将来を見据えた施設の統廃合、適正
配置、処分

　地方分権の進展により、各地域が自らの責任
と判断で地域を運営していくことが求められて
いる時代です。人口減少時代に突入し、税収や
地域の担い手が減少している中、地域の継続性
を考えるには、人口増加時代とは全く違う発想
が求められます。まずは、本当に必要な事業を
精査すること。そして、民間企業と同じように
コスト意識を持って、効果的、効率的に各事業
を進めることが重要です。
　誰がその事業を担うべきなのかをあらためて

検討し、必要に応じて、アウトソーシング※な
どによる民間のノウハウ導入を積極的に推進す
ることが必要となっています。
　また、財政状況についての情報をより積極的
に住民に伝え、大山町の将来を一緒に考え、住
民自身もその一部を担っていく姿勢が必要で
す。

　・旧保育所など普通財産となり老朽化が著しく、修繕・維持管理経費を考慮し、順次、使用中止、廃止の方針

　・未利用（遊休）地の活用と処分の推進

財務諸表の作成による財務分析を行い、
財務計画に基づき事業を進めます。

先行きが不透明な景気の動向に対処でき

るよう、柔軟性のある財政調整基金※の
積み立てに努めます。

納税相談の実施や滞納整理の強化を進め
るとともに、税金を納めることの大切さ
を多くの人に知ってもらい、税金の徴収
率を向上していきます。

ＰＰＰ（ＰＦＩ）…公民が連携して公共サービスの提供を行うスキームをＰＰＰ（パブリック・プライ
ベート・パートナーシップ：公民連携）と呼ぶ。ＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアティ
ブ）は、公共施設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資金とノウハウを活用し、公共サービ
スの提供を民間主導で行うことで、効率的かつ効果的な公共サービスの提供を図る制度。

利益を受けた人がその費用を負担する受
益者負担の考え方から、各種使用料や手
数料のあり方を定期的に見直します。

どこにお金を使うのか、
誰が担うのかを見直そう

15

貸借対照表や行政コスト計算書などの活
用により、財政状況や税の使われ方を住
民にわかりやすく公表し、自分たちの暮
らすまちの財政状況の周知に努めます。

　大山町の将来を考えるうえで、お金の
視点は欠かせません。本当に必要な事業
はどれなのか。その事業を誰が担うのが
一番よいのか。時には、行政だけでな
く、住民や企業が公共的な役割を担って
いくことも必要です。そうした判断が
しっかりされていて、お金が使うべきと
ころに使われていて、歳入と歳出のバラ
ンスがとれている。そんな大山町になっ
ています。

国が法律で定めた自治体の財政健全度を
示す指標、財政健全化判断基準を満たす
よう、行財政改革を積極的に進めます。

■第５次大山町行財政改革大綱、集中改革プランに基づき、将来に引き継ぐことのできる持続可能な財政基盤を
つくる

　・行政評価（事務事業評価）と事務事業や各種補助金の見直しによる支出削減

　・財政運営の透明性
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